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〔
要
約
】
　
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
に
か
け
て
展
開
し
た
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ
ぼ
申
～
東
都
ジ
ャ
ワ
の
水
田
の
共
同
占
有
が
優

　
勢
な
地
域
に
集
中
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
中
心
地
帯
で
あ
っ
た
東
端
地
方
は
例
外
的
に
水
田
の
個
人
占
膚
が
優
勢
な
地
域
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
東

　
端
地
方
に
属
す
る
ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
用
地
の
確
保
が
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
、
そ
れ
が
当
該
段
階
の
ブ
ス
キ
社
会

　
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
筆
者
が
分
析
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
の
如
き
共
同
占
有
地
域
に
お
け

　
る
如
く
、
デ
サ
の
共
同
体
的
結
合
を
維
持
・
温
存
し
つ
つ
借
地
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
で
は
む
し
ろ
糖
業
の
借
地
が
農
民
層
の
分
解
を
促
進
す
る

　
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
六
巻
二
号
　
一
九
八
蕊
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
筆
者
は
先
に
「
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会
一
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
め
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
例
に
し
て
一
」
（
「
史

林
」
六
一
－
三
、
一
九
七
八
）
に
お
い
て
、
ス
ラ
バ
や
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
、
デ
サ
の
共
同
体
的
な
結
舎
関
係
、
あ

る
い
は
デ
サ
首
長
の
権
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
水
田
の
共
同
占
有
や
定
期
割
替
制
は
む
し
ろ
こ
れ
に
よ

っ
て
温
存
・
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
ジ
ャ
ワ
・
マ
ヅ
ラ
の
オ
ラ
ン
ダ
政
庁
直
轄
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
水
田
を
借
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
栽
培
を
行
な
う
糖
業
プ
ラ
γ
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
例
え
ば
一
九
〇
三
年
の
数
字
に
よ
れ
ば
一
四
七
を
数
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
中
、
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東
部
ジ
ャ
ワ
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
水
田
所
有
形
態
は
共
同
占
有
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
で
は
ス

ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
と
ほ
ぼ
同
様
の
や
り
方
で
栽
培
用
地
の
獲
得
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
東
端
地
方
O
o
ω
夢
。
Φ
酔

に
位
置
す
る
ブ
ス
キ
州
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
い
さ
さ
か
事
情
が
異
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
開
発
が
比
較
的
新
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
九
世
紀
以
降
に
は
じ
め
て
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
土
地
は
開
墾
者
の
ヨ
ソ
地
輌
。
ω
o
と
し
て
世
襲
的
個
人
占
有
で
占
有
さ
れ
、
強
制

栽
培
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
個
人
占
有
の
存
在
が
栽
培
や
そ
の
他
の
労
働
を
具
合
良
く
手
配
す
る
の
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
強
制
栽
培
綱
度
を
経
て
も
土
地
所
有
形
態
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
始
期
に

は
依
然
と
し
て
世
襲
的
個
人
占
有
が
一
般
的
で
あ
り
、
デ
サ
の
共
同
体
的
な
結
合
も
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

ス
ラ
バ
ヤ
と
は
違
っ
た
形
で
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
行
な
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
地
社
会
に

与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
も
当
然
、
違
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
先
ず
ブ
ス
キ
に
お
け
る
砿
業
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
そ
の
発
展
が
ブ
ス
キ
農
村
社
会
の
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
し

た
い
。

　
①
　
国
9
誘
。
ぎ
峯
＝
噛
O
藁
こ
h
ミ
寒
ミ
鳶
鳶
O
竃
謎
蹄
ミ
q
【
ミ
§
q
貰
ぎ
ミ
無
§
噂
＾
ミ
　
　
　
　
　
土
地
占
有
形
態
は
固
定
持
分
制
共
嗣
占
有
で
あ
り
、
そ
れ
を
占
有
者
が
自
由
に
譲

　
　
論
職
甲
5
、
ミ
§
ミ
・
9
ミ
Q
鳶
。
審
層
恥
罫
§
§
壽
。
、
智
§
ミ
↑
さ
§
ミ
器
皿
ミ
O
令
　
　
　
　
　
渡
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
　
竜
象
＼
甲
Ω
長
く
窪
ぎ
α
q
。
》
お
と
、
で
」
＄
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
鐸
沁
藁
押
し
コ
蔓
’
男
掴
、
．
M
蓉
笹
9
巳
ニ
リ
9
罠
辱
。
「
〔
く
舞
戸
。
［
臥
房
唱
ω
9
窪
尻

　
②
　
h
．
N
～
」
押
弓
．
曽
①
．
も
っ
と
も
、
憶
O
冠
8
易
℃
男
．
㌧
窪
｝
ミ
、
塁
、
ミ
N
へ
：
．
9
脂
§
誘
O
器
　
　
　
　
　
O
■
¢
一
富
σ
σ
q
巴
O
く
O
＜
㊤
ロ
0
｝
F
舞
冨
轟
メ
、
噌
圏
）
・
嵩
？
這
司

　
　
蓉
ミ
§
§
曽
§
ミ
偽
ミ
ミ
讐
罵
翫
ミ
」
ミ
§
｝
も
ぎ
爲
s
き
馬
噛
碍
§
誉
§
ミ
　

④
鐸
≧
ど
切
望
■
ン
．
を
参
照
。

　
　
罫
翫
。
ミ
3
H
人
悼
）
”
じ
ご
9
露
く
貯
魑
｝
り
O
N
℃
，
H
置
．
に
よ
る
と
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
の

第
；
早
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

1
　
「
自
由
」
藏
培
の
発
展

ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
は
、
既
に
強
捌
栽
培
制
度
の
下
で
も
か
な
り
大
規
模
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
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製
糖
を
行
な
っ
て
き
た
の
は
、
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
、
ブ
ド
ゥ
ア
ン
、
オ
レ
ア
ン
、
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
の
五
つ
の
工
場
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
工
場
の
た
め
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
は
第
　
表
に
示
し
た
通
り
に
ほ
ぼ
二
〇
〇
〇
バ
ウ
前
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ジ
ャ
ワ
・
マ

ヅ
ラ
全
体
の
中
で
ブ
ス
キ
速
業
が
ど
の
程
度
の
位
置
を
占
め
た
か
を
見
る
た
め
に
、
例
と
し
て
一
八
五
四
／
五
五
年
の
栽
培
年
を
と
っ
て
比
較

す
る
と
、
工
場
数
は
全
体
で
九
六
、
栽
培
面
積
は
四
〇
六
〇
六
バ
ウ
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ス
キ
州
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
二
％
、
五
・
四
％
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
年
の
ブ
ス
キ
州
の
砂
糖
生
産
量
九
四
三
六
二
・
九
六
ピ
コ
ル
、
一
バ
ウ
当
り
四
二
・
八
九
ピ
コ
ル
、
政
庁
へ
の
引
渡

し
砂
糖
量
六
六
二
七
一
・
七
八
ピ
コ
ル
と
い
う
数
字
は
、
生
産
量
で
七
・
○
％
、
引
渡
し
量
で
七
・
六
％
を
占
め
、
バ
ウ
当
り
生
産
量
は
各
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

平
均
中
の
最
高
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
七
九
／
八
○
年
の
栽
培
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
砂
糖
法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
一
三
分
の
一
つ
つ
政
庁
と
の
契
約
に
よ
る
強
制
栽
培
が

縮
小
さ
れ
、
か
わ
り
に
企
業
自
ら
が
住
民
の
農
地
を
借
り
て
実
施
す
る
「
自
由
」
栽
培
が
次
第
に
増
加
し
て
く
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
、
こ
の
「
自
由
」
栽
培
そ
れ
自
体
は
既
に
七
〇
年
代
初
頭
に
は
か
な
り
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ブ
ス
キ
で
も
七
二
／
七
三
年
に
ド
ゥ
・
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

i
ス
工
場
が
三
六
バ
ゥ
の
土
地
を
借
地
し
て
栽
培
を
行
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
か
ら
は
残
り
の
四
工
場
で
も
「
自
由
」
栽
培
が
開
始
さ

れ
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
ゆ
き
、
強
制
栽
培
が
完
全
に
終
了
し
た
九
一
／
九
二
年
の
五
工
場
の
合
計
は
二
六
七
三
パ
ゥ
と
か
つ
て
の
政
庁
と
の
契

約
面
積
を
上
回
る
に
至
っ
た
。

　
さ
て
、
ジ
ャ
ワ
で
は
以
上
の
よ
う
な
強
制
栽
培
に
参
加
し
た
工
場
と
は
別
に
、
　
「
自
由
」
栽
培
の
み
を
行
な
う
工
場
が
既
に
七
〇
年
代
初
頭

に
は
三
〇
ば
か
り
あ
り
、
中
に
は
マ
デ
ィ
ウ
ソ
の
プ
ル
ウ
ォ
ダ
デ
ィ
工
場
の
如
く
、
九
〇
〇
．
ハ
ゥ
近
い
栽
培
面
積
（
一
八
七
一
年
）
を
持
つ
大
規

　
　
　
　
　
　
　
　
④

模
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、
ブ
ス
キ
で
こ
う
い
つ
た
形
の
企
業
が
設
立
さ
れ
た
の
は
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初

は
八
三
年
の
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
工
場
（
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
、
一
六
八
バ
ゥ
）
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
（
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
、
三
一
〇
バ
ゥ
）
で
あ
り
、
翌
八
四

年
に
は
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
（
パ
ナ
ル
ヵ
ソ
県
、
一
四
〇
．
ハ
ゥ
）
が
設
立
さ
れ
た
。
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
で
も
、
カ
バ
ッ
ト
（
九
〇
年
栽
培
開
始
、
三
〇
九
バ
ウ
）
、
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
（
九
一
年
、
三
三
六
バ
ウ
）
、
ス

3 （153）



第
一
衷
ブ
ス
キ
各
糖
業
鋼
栽
培
面
積

（
単
位
　
ノ
ミ
ゥ
kvrO，
71　
ha）

’1

～
．
．鼈
黶
`　
年
度

二
〔
≠
易
名
　
（
県
）

N
．
・

　
　
　
－
x
．
・
・
．
．
．
．
．
．
．
S

　
　
　
　
　
　
　
　
Ss．
H

123456789 012345678 1111τ11　1　1

De
　
Xt
l
aa
s
　
（
B
e
z
oek
i
）

Boe
doean
　
（
B
ezoeki）

Olean　
（
Panaroelcan）

W
ri
ng
in
an
om
　
（
P
a
nar
o
eka
n
）

P
radje
lca
n　
（
Panaroekan）

Pandj
i　
（
Panaroekan）

Tandj
oen
gsari
　
（
Pa
n
aro
e
kan
）

A
s
em
b
ag
o
e
s
（
P
ana
r
oek
a
n）

1
〈
a
ba
t
‘
　
（
B
an
jo
e
wan
g
i）

Soe
kow
idi　
（
Banjoexvangi）

Ro
g
odj
a
mpi
　
（
B
anj
o
ewa
n
gi）

Ta
n
gga
r
ang
　
（
B
ond
o
wos
o
）

N
a
ngk
a
an　
（
B
o
ndo
w
oso
）

B
e
da
d
oe
n
g
（
D
j
e皿
ber
）

S
emb
oro　
（
Dje
m
ber
）

G
oen
oengs
ari
　
（
D
j
emb
e
r）

　
　
　
ブ
ス
キ
州
合
計

　
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

1
8
62f
6
3

400

400

300

4eo

500

　
　
　
　
2
000

K．
　
V．
　
1866，

　
　
　
　
Bijl，
　
BB．

63／
64

400

400

300

400

seo

　
　
　
　
2000

K．
　
V．
　
1866，

　
　
　
　
Bijl．
　
BB．

64／
65

400

400

300

40e

500

65／
66

66／
67

67／
68

1

　
　
　
　
2000

K　
II．
　
1866，

　
　
　
　
Bijl．
　
BB．

400

400

300

4eo

soe

　
　
　
　
20eo

K．
　
V．
　
1866，

　
　
　
　
Bijl．
　
BB．

400

400

300

400

500

　
　
　
　
2000

K．
　
V．
　
1867・
v69，

　
　
　
Bijl．
　
KK．

400

4eo

300

4eo

seo

　
　
　
　
2000

1〈
．
　
Y．
　
1867n－
69，

　
　
　
　
Bijl
．
　
LL．

（欝H）噂



鎗選）嫡韓勿翼やK、潟L属る1県N塩、課

68
／
69

123456789 G12345678 111111111

400

400

300

40
0

500

　
　
2000

K　
V
．
　
1870
，

　
　
Bi
jl
．
　
1〈
K
．

6
9
／
70

400

400

300

40
0

50
0

1870／
71

4
0
0

4
0
0

3
0
0

4
00

71f72

5
00

400

368　
＠

300

400

500

72／
73

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
2
00
0

1
S
r．
　
V．
　
1
8
71，

　
　
　
Bij
l
．
　
GG．

　
　
2000

1〈
．
レ
吃
　
187
2
，

　
　
Bijl．
　
1〈
1〈
．

337十
36＠

　
400

　
300

　
400

500

　
　
1968　
i　
1937十
36＠

礁
羅
。
聡
i醐
謝
。
B．

73／
74

337÷
60

400十
le

300十
se

400十
15

5・
・
＋
7需

74／
75

　
337十
40

　
400十
6

3・
・
＋
・
・
1器
3

　
400十
46

500十
20

75／
76

ig37÷
142ilgilr

K．
臥
1875，

　
　
　
BijL　
OO．

1937＋
213－

唐
R

奄〟m／1

ヱ
ぐ
．
レ
㌦
　
1876，

　
　
Bijl．
　
QQ．

　
337
“
40

　
400÷
5

3・
・
＋
24考
器

4・
・
＋
25謂

5・
・
＋
6藷
9

1937＋
101－

№
奄
№
№
煤
|

K．
臥
18
77，

　
　
　
Bijl．
　
PP．

（め雪）ゆ



1　2　345　67．8910　11　12　13．14　1516　17　18

7
6
／
7
7

　
337
十
20

　
400
十
10

3・
・
＋
4G
論

　
400
十
11

5
00十
15

19
37
＋
93藷

K　
V．
　
18
78，

　
　
　
BijL　
RR．

7
7／
7
8

33
7
十
5
8

40
0
十
2
0

30
0
十
9
5

400
十
24

78
／
79

5
0
0“
8

　
1937十
20
5

K
．
　
V．
　
1
87
9，

　
　
　
Bij
l
．
　
TT．

1

3
3
7十
5
6

4
0
0十
2
1

3
00十
98

4
00÷
77

500
十
36

　
19
37
十
288

K　
V．
　
18
80
，

　
　
　
BijL　
VV．

79／
80

311十
61

369十
63

277十
11S

369十
101

462十
80

　
1788十
423

K．
　
V．
　
1881，

　
　
　
Bijl．
　
VV．

1880／
81

285十
100

338十
〇
＠

254十
144

338十
85

423十
108

　
1638十
437

K．
　
V．
　
1882，

　
　
　
Bijl．
　
ZZ．

81／
82

259十
114

3es十
〇
（
tD

231十
174

308十
160

385十
162

・
82／
83

　
1491十
610

K．
　
Ti．
　
1883，

　
　
Bijl．
　
DDD．

1

233十
162

276十
223

207十
193

276十
206

346十
274

　
1338十
1058

1〈
．
　
Y．
　
1884，

　
　
　
Bijl．
　
YY．

83／
84

207十
171

246－
t
－
267

184十
261

246十
240

A　
168

307十
316

A　
310

　
1190十
1733

K．
　
V．
　
1885，

Bijl．
　
YY；
　
BBB．

（
¢h）Φ



（葱埋）顛超惣螺崇Kト刈N郭ら一県N恥抵

i…

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　1516　17　18

84
／
8
5

81
1十
2
26

21
5十
2
87

1
61十
323

2
15十
437

　
　
3
1
6

2
69十
456
＠

　
　
3
6
2

A
　
1
4
0

　
10
4
1十
25
4
7

K
　
V．
　
1
886，

Bij
l．
　
V
V，
　
Y
Y
．

85／
8
6

1
55十
250

1
84十
318

1
38十
325

1
84十
485

　
　
450

2
3
0十
3
70

　
　
305

　
　
368

71
28
十
91
8

　乳
諺
晰W
コw

。
7

ｧ κB

8
6
／
87

87／
88

88／
89

1
2
9十
2
67

15
3
十
3
2
5

11
5
十
3
6
0

1
5
3十
5
08

　
，
461

1
9
2十
3
53

　
4
3
2

　
46
4

103十
301．

123十
282

92十
386

123十
542

　
　
432

153十
404

　
　
398

　
　
405

77十
341

92十
330

69十
404

92十
417

　
505

115十
458

　
398

　
385

89／
90

　
742十
32
00

K　
V．
　
1888，

Bi］
1．

　
　
BBB，
　
EEE．

　
594十
3150

K　
V．
　
1889，

Bijl．
　
WW，
　
ZZ．

　
445十
3238

K．
　
V．
　
1890，

Bijl．
　
VV，
　
YY．

＊
　
＊

寧
　
＊

＊
　
＊

＊
　
＊

543

＊
　
＊

444

455

　
　
300十
3655

K　
V．
　
1891，

Bijl．

i　
XX，
　
AAA．

1890／
91

25“
391

30十
433

23十
468

30十
669

　
482

38十
560

　
472

　
482

A　
309

　
146十
4266

K．
　
V．
　
1892，

BijL

　
AAA，
　
DDD．

91／
92

O十
393

0十
515

0十
500

0十
604

　
492

0十
661

　
520

　
474

　
394

A　
336

　
　
O十
4829

1〈
．
　
V．
　
1893，

　
　
Bijl．
　
FFF．

（
ト_）卜



1234567891e1112131415161718

9
2
／
9
3

41
1

51
0

50
6

54
2麦

52
9

65
5

5
06

4
87

デ
ー
タ
ー
無

41
0

A
　
46
9

5・
2
5
吉

1
〈
．
　
V．
　
1
8
94，

　
　
B
ij
l
．
　
E
E
E
．

93
／
94

426壱

4
8
2f

58
5

7・
・
券

510

62
9

39
5
t

418

490

6
3
6古

S37音

5
8
2・
麦

／
〈
．
　
U．
　
18
9
5，

　
　
BijL　
DDD．

94／
9
5

4
5
7

5
2
6

6
6
6

720

571

709

5
8
3

4
9
0

4
9
7

A
　
23
0

500

5
4
8

649
7

K
．
　
U．
　
1
89
6，

　
Bij
l
．
　
CCC
．

95／
96

456

52・
吉

6・
S壱

711

505

701

540

500

4s7麦

465

367

555

A　
186

6633壱

K．
　
V．
　
1897，

　
B
ijL　
AAA．

96／
97’

97／
98

452

408

687

693

502

706

586

558

489

450

347

502

225

6605

K．
　
V．
　
1898，

　
Bijl．
　
XVXV．

1

424

480

622

62e

452

720

571

560

464

473

386

592

265

6629

K．
　
V．
　
1899，

　
　
BijL　
VV．

98／
99

495

515

607

960

455

753

573

557

456

505

422

56e

359

7217

ノ
ぐ
．
レ
㌦
　
1900，

　
　
BijL　
T’
r．

99／
1900

504

575

758

786

5e5

810

650

631＠

529

565

388

676

400

7772

1〈
．
　
V．
　
19el，

　
　
Bij王
．
　
TT，

1900／
01

593

66e

794

800

626

990

670

675＠

662

646

707

835

830

9488

K．
　
U．
　
1902．

　
　
Bi
jl．
　
QQ．

．
（

盾
c

苡B）co



（葱導）姻細や賢螺衡K敏謁、瓢る1県N駆。昏

1234567891011ユ
2

1314

15161718

O
lf
O2

0
2
fO3

03
／
04

59
6

7
20

7
07

s
oe

6
e8

84
8

6
96

6
72
＠

6
54

64
9

4
98

85
5

デ
ー
タ
ー
無
4

8
3e3

K．
　
ll
．
　
1
903
，

　
　
　
B
i
jl．
　
O
O
．

6
00

77e

795

796

608

8
42

603

680
＠

650

594

64
6

862

8
4
46

jrぐ
．
1
乙
　
1
904
，

　
　
　
Bij
l
．
　
1
）
P
．

1

612

734

850

93
7

60
6

974

682ノ

68
7
＠

65
6

65
0

673

86
9

8
930

K，
T／
L　
1905，

　
B
三
j
1
．
　
NN．

04fO5

617

712

850

945

618

1584＠

05／
06

685＠

675

645

700

897

1

615

761

850

1000

653

1683

712

655

605

536

911

06／
07

8928

K．
　
ll．
　
Z906，

　
BijL　
NN．

1

8981

Jt：
　
V．
　
1907，

　
　
Bijl．
　
OO．

597

770

850

1000

657

1676

680

650

618

693

912

9103

K．
　
V・
　
1908，

　
　
Bijl．
　
QQ．

07／
08

600

775

925

1000

648

1653

712

663

528

580

900

8984

K　
V．
　
1909，

　
Bijl．
　
KK．

08／
09

6eo

77“
r

925

1000

678

1679

681

653

533

603

goe

9e27

K．
　
V．
　
1910，

　
　
Bijl．
　
JJ．

09／
10

600

775

925

1009

681

1619

194yy

675

650

830

900

8858

ム
乙
F．
　
1911，

　
　
BijL　
JJ．

（
①_）a



1　2　3　4　5　6　7　8　9．10　11　12　13　14　1516　17　18

1
910
／
エ
1

6
00

775

92
5

1004

681

1673

71
4

79
1

57
4

97
4

90
0

　
　
9
61
1

K
．
　
V．
　
19
12
，

　
　
　
Bij
l
．
　
JJ．

11
／
12

600

775

925

110
e

712

164
6

74
3

60
2

55
5

997／

90
0

　
　
9555

K．
　
V．
　
1913，

　
　
　
Bi
j
l．
　
jj
．

1
2／
1
3

600

8
2
5

9
2
5

1
0
72

815

1701

　
　
685

デ
ー
タ
ー
無

デ
ー
タ
ー
無

g
eo

　
　
7523

K
ヲ
1
1
914
，

　
　
　
B
ijl
．
　
J
J．

13／
14

60e

825

925

1099

881

1701

811

594

651

1000

　
　
9087

K．
　
Ti．
　
1915，

　
　
　
Bijl．
　
JJ．

14／
15

600

840

925

1101

903

1715

839

678

650

1000

　
　
9246

K．
　
Y．
　
1916，

　
　
Biゴ
1噸
　
　
王
く
1（
噸

15／
16

　
　
600

　
　
850

　
　
925

da．
　
（
2）
　
十
1097

　
　
929

　
　
1702

＠
　
（
98）
　
十
760

デ
ー
タ
ー
無
ノ

　
　
650

1000

＠
　
（
100）
　
十
8513

K．
　
V．
　
1917，

　
　
Bijl．
　
FF．

16／
17

600

850

925

1095

1000

1894

（
98）
　
十
825

65e

1000

　
（
98）
十
8779

1〈
．
　
V．
　
1918，

　
　
　
Bijl．
　
Z．

17／
18

6
00

8
50

9
25

12
54

9
77

18
94

（
98）
　
十
825

650

1000

　
（
98）
　
十
8975

K．
　
V．
　
1919，

　
　
Bijl．
　
Y．

（8H）OH



（驚鰺）姻細惣螺蜘K駆謁λ瓢ら一臥λい帆

123456789

1
8
／
1
9

012nδ4PO6 11111 11
1718

600

838

92
｛

1299

819

1603

（
10
8
）
十
8
2
5

606

859

　
（
1
0
8
）
十
8
3
7
4

K
ア
ユ
9
2
0
，

　
　
　
B
ij
l
．
　
Z
．

19
／
20

1920／
21

21／
22

60
0

850

925

129
8

98
5

2
eoo

（
12
6
）
十
8
2
8

65
0

100
0

　
（
12
6
）
十
9
1
36

K．
　
V．
　
1921，

　
　
　
B
i
jl．
　
Z．

6
e
o

8
4
8

9
2
5

1
3
04

9
99

1
9
66

（
1
43）
十
825

6
42

9
9
5

　
（
143
）
十
91
0
4

」
〈
．
　
V
．
　
1
922
，

　
　
　
Bi
j
l．
　
Z
．

600

789

925

1294

971

1975

（
137）
　
十
831

650

996

　
（
137）
十
9e31

K　
V．
　
1923，

　
　
BijL　
AA．

22／
23

6eo

811

925

1285

1eos

1878

（
142）
　
十
849

651

963

　
（
142）
十
8970

K．
　
7．
　
1924，

　
　
　
Bijl．
　
W．

23f24

600

828

925

13e3

1024

2eoo

（
147）
十
877

650

ユ
008

　
（
147）
十
9215

K．
　
V．
　
1925，

　
　
　
Bijl．
　
U．

　
　
　
　
　
　
　
1

24／
2Jr

60e

812

925

1310

1084

2053

（
146）
十
1110

650

25／
26

1039

600

856

9｛
　
0

1298

1226

2
159

（
172）
十
1124

650

1
198

（
146）
十
9583　
1　
（
172）
十
10061

K．
　
V．
　
1926，
　
IKV．
　
1927，

　
　
　
BijL　
U．
　
1’
　
Bi
jL　
T．

（
H

_）肖



123456789 01234567　8 1111111 1　1

2
6
／
2
7

603

851

927

1402

1364

9“
249

（
19
6
）
十
1
1
2
6

8
27

13
70

　
　
A　
907

（
196）
　
十
1162
6

K　
V．
　
19
28，

　
　
　
　
Bij
l．
　
U
．

2
7
／
28

f

28／
2
9

　
　
6
70

　
　
8
51

　
　
9
94

　
1431

　
　
1499

（
11）
十
228
7

（
42
3
）
十
1
1
11

85
1

13
5
9

　
A　
333
4

　
　
　
3524

（
434）
十
17911

K．
　
V．
　
1929，

　
　
　
　
Bi
j
L　
U
．

　
　
77
0

　
　
85
5

　
　
97
2

（
10）
　
H－
1390

　
　
1568

（
7）
　
十
2
29
2

（
51
3
）
十
1
1
24

1
151

137
7

A　
（
483
）
　
一
1－
216
6

　
　
　
2794

　
　
　
2946

（
1013）
十
19405

K　
V．
　
19
30
，

　
　
　
　
B
ijl
．
　
T．

29／
30

718

geo

963

1393

1672

2313

王
670

1151

1627

　
　
　
2958

　
　
　
302e

　
　
　
3G王
0

　
　
21395

／
drchieプ
；
　
1931

－
1，
　
p．
　
189

1930／
31

　
　
800

　
　
899

975　
（
972）

　
　
工
400

　
　
1782

2287（
2297）

1756

1151（
1149）

1693

3137（
31．
62）

　
2863（
2856）

　
2800（
2872）

　
　
21543

Araltief，
　
1931

一
工
，
P．
　
189

（
1932－
1，

　
　
　
　
p．
　
343）

31／
32　
・

　
　
728

927（
899）

951（
955）

1085（
1051）

1659（
1549）

2e7e（
2046）

1770

1023（
944）

1524（
1407）

　
2627（
2496）

　
2770（
2751）

　
2597（
2499）

　
　
　
19731

Avcん
づ
ef，
1933

－
1，
　
p．
　
349

（
1932－
1，

　
　
　
　
p．
　
343）

32／
33

33／
34

810（
772）

　
　
　
0

966（
975）

59　
（
e）

　
　
　
e

　
2076

1734（
1677）

oe

　
　
　
　
0

　
　
　
　
13

　
　
　
256

　
　
　
5914

Arehief，
　
1934

－
1，
　
p．
　
480

（
1933－
1，

　
　
　
　
p．
　
349）

1
　
　
0

　
56

96
1

　
　
0

　
　
0

211
8

146o

le560

　
　
　
　
0

　
　
　
　
14

　
　
　
　
44

　
　
　
43
95

Arcltief，
　
1934

一
工
，
p．
480

（c、雲）㎝目



　
H
。
。
鴇
＼
詔
勺
δ
9
一
一
品
α
q
。
嶺
［
伴
伴
裳
“
峯
H
舘
刈
b
O
で
角
曹
（
濤
爆
劉
藻
）
．
H
。
。
蕩
蕩
軍
9
。
一
義
σ
q
σ
q
o
》
懇
樋
日
。
。
鰹
＼
締
～
H
。
。
㎝
。
。
＼
＄
践
ヌ
華
二
重
房
4
α
H
山
門
5
っ
恥
8
Σ
沖

一
Q
。
8
＼
①
O
～
P
O
8
・
㌘
〉
〔
鑓
潭
一
Q
。
㎝
算
し
ヴ
モ
噛
ン
押
一
◎
。
綾
噌
蛍
㎞
一
．
ρ
一
〇
。
＄
「
じ
ご
≡
幽
ρ
同
G
。
錯
讐
空
一
一
．
群
H
o
。
㎝
c
。
曜
b
d
こ
｝
．
多
一
。
。
＄
、
じ
ご
一
扁
一
■
β
一
q
。
①
ρ
口
儀
．
∂
一
〇
。
曾
噂
し
ご
著
■
も
Q
層

冨
①
N
¢
ご
郵
ω
弘
㊤
①
⊆
。
り
膨
こ
一
．
ρ
■
魅
泰
〕

㊥
興
弟
伴
e
滋
欝
4
翼
き
O
Σ
守
4
猷
。
詩
｝
囲
藩
a
鐸
郎
㊦
ゆ
び
。
。
鱒
Σ
愛
臼
　
鍾
灘
区
心
労
所
き
労
サ
。
詩
。

⑲
刈
b
。
＼
お
～
Φ
H
＼
O
b
。
贈
4
㊦
雌
鯨
㊦
餅
譲
e
蝉
費
㌶
蝉
三
一
㊦
罵
誉
胃
野
ぴ
爵
鴫
菖
聾
醸
’
針
無
韻
欝
三
面
㊦
器
誉
π
野
σ
奪
諄
C
汁
陸
諄
4
㊦
聾
娘
昌
昌
尽
引
C
パ
つ
劔
。

◎
　
臼
㊦
曾
”
し
d
。
＆
8
碧
H
蕊
4
　
敏
略
諄
㊦
》
サ
廿
£
臼
。
。
α
Σ
侍
毒
㊦
零
歳
恭
鑑
鎌
翅
つ
b
蝿
（
つ
頓
。

㊥
　
臼
㊦
醤
噂
切
8
Ω
o
①
謬
H
麟
4
　
舛
｛
瞬
諄
㊦
サ
曽
ξ
臼
嶺
O
Σ
普
》
e
韓
露
恭
戊
曝
潮
つ
ト
蝿
（
つ
が
。

◎
　
懸
蟄
幽
魂
㊦
島
①
Σ
守
㊦
ゆ
逆
爵
・
漏
愛
鍾
誹
醤
㊦
鷺
薩
蟻
、
λ
㎎
奪
譜
千
筏
黛
転
売
淺
㊦
験
灘
e
汁
3
…
自
醤
H
育
鱗
窓
口
典
却
e
辮
辮
濃
。
詩
歴
㊦
4
猷
頓
。

㊥
　
臼
㊦
ゆ
び
一
二
Σ
自
転
酔
気
薄
色
－
『
4
露
菓
。
　
　
㊥
　
臼
㊦
ゆ
び
繍
O
Σ
曽
漸
弾
残
量
諄
旨
4
灘
諮
’
　
　
＠
　
臼
㊦
ゆ
ぷ
一
器
・
幽
曽
課
徴
曲
傘
薗
疑
づ
諜
無
。

＠
　
臼
e
ゆ
ぷ
δ
悼
・
〃
忌
紮
弾
蝉
欝
薔
臣
4
聾
鎮
。
　
　
⑥
　
蹴
艶
笑
ン
浮
月
露
a
o
睾
α
Q
ω
p
訟
臼
鹸
e
欝
莱
噌
類
薫
C
汁
。

◎
臼
㊦
ゆ
び
置
。
。
Σ
曽
漸
染
慰
醸
諄
卜
4
ぬ
蹄
鰹
。
　
㊥
お
窃
＼
H
①
～
お
ト
。
。
。
＼
8
e
（
）
聾
》
濃
勲
掛
口
旨
4
㊦
齢
跡
目
野
曝
洲
蟻
，
。

㊥
　
勺
鎚
a
o
H
内
碧
伴
目
塁
σ
Q
σ
q
貴
p
昌
σ
q
㊦
珍
製
、
㊦
蝉
露
る
極
寧
。

膏
弾
．
蟄
誌
C
浮
宍
ヌ
4
へ
、
ロ
M
函
、
マ
レ
引
海
㊦
汁
3
鐸
颪
引
漏
。

〉
　
　
臼
㊦
喰
愚
・
①
灘
諮
曝
悪
館
C
捧
臼
伴
嘩
引
縛
。

＼
　
　
命
藩
㊦
萬
黎
噌
引
尋
。

コ
ウ
ィ
デ
ィ
（
九
四
年
、
二
三
〇
．
ハ
ゥ
）
の
三
工
場
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
で
は
九
二
年
に
タ
ン
ガ
ラ
ン
工
場
（
四
六
九
パ
ゥ
）
、
九

糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村）

五
年
に
ナ
ン
カ
ー
ン
工
場
（
一
八
六
バ
ウ
）
が
栽
培
を
開
始
す
る
。

工
場
新
設
の
ピ
ー
ク
は
こ
の
時
期
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
の
動
き
を
見
る
と
一
九
〇
二
年
に
早
く
も
ナ
ン
カ
ー
ン
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
一
九
〇
四
年
に
は
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
、
ご
一
年
に
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
工
場
、
一
六
年
に
は
カ
バ
ッ
ト
工
場
が
操
業
を
終
了
す
る
な

ど
む
し
ろ
工
場
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
、
従
来
、
州
内
で
唯
一
の
結
了
の
な
か
っ
た
ジ
ュ
ン
ブ
ル
県
に

グ
ヌ
ソ
サ
リ
（
一
九
二
六
年
栽
培
開
始
、
九
〇
七
バ
ウ
）
、
ス
ム
ボ
ロ
（
二
七
年
、
三
三
三
四
バ
ゥ
）
、
ブ
ダ
ド
ゥ
ン
（
二
八
年
、
二
六
四
九
パ
ゥ
）
の
三
つ
の

大
規
模
糖
業
が
建
設
さ
れ
、
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
三
〇
年
代
に
入
り
世
界
恐
慌
の
影
響
を
被
る
と
、
第
一
表
、
第
二
表
に

示
し
た
如
く
三
一
／
三
二
年
ま
で
一
二
を
数
え
た
工
場
数
は
翌
年
に
は
半
減
、
生
産
の
や
や
回
復
し
た
一
九
四
〇
年
の
段
階
で
も
操
業
し
て
い

た
の
は
七
工
場
の
み
で
あ
っ
た
。

以
上
の
動
き
を
栽
培
面
積
の
推
移
で
見
る
と
、
強
糊
栽
培
制
度
下
で
二
〇
〇
〇
バ
ゥ
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
終
了
し
た
九
一
／
九
二
年

13　（163）



30年代世界恐慌とブスキ糖業第：二表

所出

収穫面積（ha）三業企

二合
の
企

培
の
旨
み
業

工
も
の

糖
を
も

製
場
っ含計

栽培の
みのも
の

製糖工場を
もつもの

讐霧1鰹霧

T．　V．　1931“mll，

p．267，髪ミ199

X　V．　1932－II，

p．　229，　ft　201

15180

1980e74315

15180

193692

12

195…
1
6

15355

200831一
4

15355

195869

12

193…
1
5

1．　V．　1935－II，

180　11622311　3907　116613815

826791 1664　1　843431226ユ9

爾r晩．備．＿．＿．i．．．1？．．

〃ジ…マヅうい79
舌r讐烹庶．．．＿．，i・2

　　　　　　　　　　i’”
　ク　ジャワ・マヅラ】178
　　　　　　　　　　i
・932年ジャワ・一・ヅ・1・65

1933年ジャワ・マヅラig7

3鰯・・22駿20ユ
k’4’211’1「

　6

70

2976

33402

　　TJ．r　1．”．Tr．ITrJ．…

…
8

…
5

6
…
5
7 L　V．　1936－II，

p．244，表197

3142

27587｝
爵

　4

46

3142

27351…
3

…
3

4
…
4
0

L　V．　1938－II，

p．270，表　197

1934年：ブスキ

　〃　ジャワ・マヅラ

1935年ブスキ

　〃　ジャワ・マヅラ

47 355041　68　［　35572

　7

98

6117i

t一”“’幽’幽” ｷ
83659　i

835！・鎧

1

3 98

f．　V．　1941－II，

p．294，表197

g7　f　s4103　i　726　［　84s2g

工02
g47371　210　1　g4．g47

3

2

6599

90765495

6599

90270

　　9

100…
4

1936年ジ・ワ’マヅラi37 9

i1937年ブスキ
i．「’∵㌻糊∵騒ジ

6

81

1

14

1938年ジャワ・マヅラ　　80 14

1939年ジャワ・マヅラ　　84 16

．堺9鉱ブスキ　　7　2
　・ジ糊闘ジ』「”忌6「”11

に
は
四
八
二
九
バ
ウ
、
一
九
〇
〇
／
〇
一
年

に
は
九
四
八
八
バ
ウ
と
八
○
～
九
〇
年
代
は

先
に
見
た
新
工
場
設
立
に
と
も
な
い
急
速
に

拡
大
す
る
。
こ
れ
以
降
、
ブ
ス
キ
州
の
栽
培

面
積
合
計
は
ほ
ぼ
、
八
○
○
○
～
九
〇
〇
〇

バ
ゥ
代
を
上
下
し
、
そ
の
後
、
二
〇
年
代

後
半
に
な
っ
て
先
に
見
た
ジ
ュ
ソ
ブ
ル
県
で

の
三
工
場
新
設
や
既
存
の
工
場
の
栽
培
面
積

の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
二
六
年
に
初
め
て
一

〇
〇
〇
〇
バ
ウ
を
越
え
、
ピ
～
ク
の
二
九
／

三
〇
年
、
三
〇
／
三
一
年
に
は
二
〇
〇
〇
〇

パ
ゥ
以
上
に
達
す
る
。
し
か
し
、
恐
慌
の
影

響
で
三
二
／
三
三
年
に
は
五
九
一
四
パ
ゥ
、

三
三
／
三
四
年
に
は
四
三
九
五
バ
ウ
と
激
減

し
、
三
九
／
四
〇
年
の
段
階
で
も
九
二
九
四

バ
ウ
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
水
準
に
ま
で
し
か

　
　
　
　
　
⑤

回
復
し
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
ブ
ス
キ
州
各
地
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
糖
業
が
栽
培
用
地
と
し
て
借

14　（164）



糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村）

り
入
れ
た
水
田
が
全
水
田
面
積
に
対
し
て
ど
れ
程
の
比
率
を
占
め
て
い
た
の
か
を
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
即
ち
先
述
の
如
く
、
工
場
新
設
の
ブ
ー

ム
が
一
段
落
し
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
も
ほ
ぼ
安
定
し
た
時
期
に
例
を
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。
第
三
表
右
端
に
掲
げ
た
の
は
、
ミ
・
ヨ
肉
・
b
u
①
－

N
o
Φ
周
鼻
鴨
こ
一
・
疑
H
・
に
載
せ
ら
れ
た
一
九
〇
三
年
当
時
の
各
郡
毎
の
耕
地
面
積
統
計
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
各
県
毎
に
一
九
〇
二
／
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

三
年
の
栽
培
面
積
の
比
率
を
計
算
し
て
み
よ
う
。
先
ず
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
で
は
両
管
区
併
せ
て
三
工
場
が
あ
り
、
そ
の
栽
培
面
積
合
計
は
二

二
三
ニ
バ
ウ
だ
か
ら
比
率
は
七
・
七
％
で
あ
る
。
次
に
パ
ナ
ル
カ
ン
県
は
六
つ
の
工
業
の
集
中
し
た
州
内
最
大
の
忍
業
地
帯
で
あ
る
が
、
比
率

は
二
〇
・
九
％
で
あ
る
。
バ
ニ
ュ
ワ
ン
認
諾
に
は
三
工
場
が
あ
り
、
比
率
は
一
三
・
五
％
を
占
め
る
。
以
上
の
う
ち
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
の
比

率
が
低
い
の
は
、
こ
の
県
で
は
ボ
ン
ド
ゥ
ォ
ソ
管
区
を
中
心
に
タ
バ
コ
栽
培
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
地
域
で
も
砂
糖
キ
ビ
が
住
民
農
業
と
輪
作
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
に
は
、
住

民
は
こ
こ
に
掲
げ
た
比
率
の
二
～
三
倍
の
水
田
を
詩
業
に
貸
し
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
筆
者
が
前
稿
に
お
い
て

検
討
し
た
ス
ラ
バ
や
州
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
に
お
け
る
比
率
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
の
水
田
部
分
が
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
貸

し
出
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
く
、
そ
れ
が
住
民
経
済
に
与
え
た
影
響
も
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
2
　
栽
培
の
特
色

　
次
に
こ
の
地
域
の
窯
業
の
栽
培
の
特
色
を
若
干
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
は
輪
作
法
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
方
法
を
見
る
と
、
強
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

栽
培
調
度
期
に
は
必
ず
し
も
三
年
輪
作
法
と
は
限
ら
ず
、
二
年
輪
作
法
や
四
年
輪
作
法
も
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の

状
況
に
つ
い
て
は
ミ
・
葺
卜
卜
。
笛
P
な
ど
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
。
ブ
ス
キ
県
で
は
、
二
年
間
、
米
を
栽
培
し
た
後
に
、
砂
糖
キ
ビ
を
植
え

る
と
あ
る
か
ら
、
三
年
輪
作
法
で
あ
ろ
う
。
　
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
つ
い
て
は
技
師
の
べ
ソ
メ
ル
く
き
し
づ
Φ
ヨ
露
巴
の
報
告
に
輪
作
の
形
態
に
は

（
a
）
砂
糖
キ
ビ
ー
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
1
！
米
一
砂
糖
キ
ビ
、
　
（
b
）
砂
糖
キ
ビ
ー
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
一
米
1
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

一
米
一
砂
糖
キ
ビ
、
　
（
c
）
砂
糖
キ
ビ
ー
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
一
米
一
米
i
米
…
…
砂
糖
キ
ビ
の
三
通
り
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
（
a
）
は
二
年
輪
作
、
（
b
）
は
三
年
輪
作
、
（
c
）
は
そ
れ
以
上
の
長
期
間
を
｝
サ
イ
ク
ル
と
す
る
輪
作
法
で
あ
る
。15（エ65）



砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
土
地
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
と
同
様
、
概
ね
四
月
か
五
月
に
造
成
が
行
な
わ
れ
、
翌
年
の
六
～
一
〇
月
に
収
穫
と
い
う

　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

形
を
と
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
土
地
の
実
際
の
使
用
期
間
は
短
か
い
場
所
で
一
年
、
最
も
長
く
て
二
〇
ヶ
月
程
度
が
普
通
で
あ
っ
た
。

な
お
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
に
は
糖
業
へ
貸
し
出
す
直
前
の
水
田
に
は
契
約
で
早
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
の
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ミ
．
向
島
．
一
爵
・
に
よ
る
と
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
、
ブ
ス
キ
両
地
域
で
は
無
し

と
解
答
さ
れ
、
パ
ナ
ル
カ
ン
で
も
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
が
パ
ウ
当
り
f
一
〇
の
割
増
金
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
早

稲
栽
培
を
実
施
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
何
年
か
前
に
五
〇
バ
ウ
だ
け
実
現
し
た
が
、
一
九
〇
四
年
以
来
、
行
政
側
の
勧
め
で
廃
止
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
で
は
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
郡
で
土
地
の
貸
出
時
期
が
迫
っ
て
い
る
場
合
に
、
早
稲
栽
培
を
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
借
地
契
約
の
際
の
定
め
ら
れ
た
条
件
で
は
な
く
、
一
般
に
は
、
企
業
側
が
稲
の
収
穫
が
終
了
す
る
ま
で
待
つ
の
で
あ
っ
て
、
だ
か

ら
し
ば
し
ば
収
穫
が
貸
出
時
期
へ
大
幅
に
ず
れ
込
む
こ
と
も
あ
る
と
報
告
さ
れ
る
。

　
第
二
番
目
の
特
色
と
し
て
、
耕
作
法
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ジ
ャ
ワ
修
業
発
展
の
一
要
因
と
し
て
い
わ
ゆ
る
レ
イ
ノ
ソ
法
の
普
及
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
晦
・
ブ
ス
キ
の
場
合
に
は
ぞ
と
も
一
九
δ
年
代
初
ま
で
は
こ
の
方
式
は
な
か
な
か
定
着
し
な
か
・
た

よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
し
て
隈
・
ヌ
の
記
述
を
拾
っ
て
み
る
。
ブ
ス
キ
に
関
し
て
耕
作
法
の
記
事
が
出
て
く
る
の
は
　
八
七
五

年
が
最
初
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
と
パ
ス
ル
ア
ン
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
地
域
で
栽
培
に
レ
イ
ノ
ソ
法
が
適

用
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
ラ
バ
ヤ
や
ス
マ
ラ
ソ
で
は
概
し
て
こ
れ
は
極
め
て
著
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た

の
に
対
し
て
、
ブ
ス
キ
で
は
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
企
業
家
も
住
民
も
合
意
の
上
で
、
一
八
七
五
年
の
栽
培
に
は

こ
の
新
し
い
栽
培
法
は
全
く
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
（
℃
」
。
。
『
・
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
八
七
八
年
の
報
告
で
も
「
ブ
ス
キ
で
は
数
年

前
に
試
験
的
に
栽
培
の
一
部
を
レ
イ
ノ
ソ
法
で
実
施
し
た
が
、
人
々
は
旧
い
栽
培
法
へ
完
全
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
（
℃
」
。
。
9
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ス
キ
で
は
七
四
年
に
初
め
て
レ
イ
ノ
ソ
法
を
試
み
た
の
だ
が
、
結
局
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
映
・
図
H
。
。
Φ
H
．
に
「
土
地
耕
作
に
は
ほ
と
ん
ど
の
地
方
で
レ
イ
ノ
ソ
法
が
用
い
ら
れ
る
。
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
で
は
重
い
粘
土
質
の
土
地
だ
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け
が
好
ん
で
こ
の
方
法
で
耕
さ
れ
る
。
ブ
ス
キ
で
は
企
業
も
住
民
も
旧
式
の
耕
作
法
鐸
o
o
＆
o
①
す
嵩
の
方
を
好
む
。
」
（
政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
強

制
栽
培
に
参
加
し
て
き
た
糖
業
の
場
合
℃
・
曽
切
．
）
、
　
「
耕
作
は
い
わ
ゆ
る
改
良
レ
イ
ノ
ソ
法
で
行
な
わ
れ
る
が
、
ブ
ス
キ
と
ジ
ャ
パ
ラ
の
バ
ニ
ュ
プ

テ
ィ
工
場
は
例
外
で
、
こ
こ
で
は
旧
い
耕
作
法
（
σ
6
0
且
。
2
窪
）
が
用
い
ら
れ
る
。
」
（
「
自
註
」
栽
培
糖
業
の
場
会
や
』
鋒
）
と
あ
る
よ
う
に
、
他

の
地
域
で
は
レ
イ
ノ
ソ
法
や
そ
の
改
良
さ
れ
た
耕
作
法
が
普
及
し
て
ゆ
く
の
に
、
ブ
ス
キ
で
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
依
然
と
し
て
旧
耕
作
法

が
好
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
に
入
り
よ
う
や
く
レ
イ
ノ
ソ
法
の
適
用
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
も
「
（
ブ
ス
キ
で
は
）
労
働
力
の

不
足
の
た
め
に
各
地
で
レ
イ
ノ
ソ
法
の
全
面
的
導
入
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
一
部
の
土
地
は
な
お
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
黎
や
ヒ
ソ
ヅ
ー
黎
で
耕

　
　
　
　
　
⑪

さ
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
定
着
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
生
ん
だ
要
因
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
牛
の
飼
育
が
盛
ん
な
の
で
耕
牛
の
数
が
多
く
、
黎
を
用
い
て
耕
す
旧
い
耕
作
法
に
と
っ
て
都
合
が
良
い
こ
と
、
逆
に
レ
イ
ノ
ソ
法
を
行
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
は
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
下
の
減
塩
で
は
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
と
げ
た
ブ
ス
キ
州
の
軍
国
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
農
村
社
会
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
揺
ヌ
H
。
。
q
9
じ
ご
注
■
ρ
よ
り
算
出
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
の
バ
ウ
当
り
生
産

　
量
の
最
も
低
か
っ
た
の
は
ス
マ
ラ
ン
州
で
あ
り
一
九
・
四
四
ピ
コ
ル
、
ジ
ャ
ワ
・

　
マ
ヅ
ラ
全
体
の
平
均
は
三
三
・
二
九
ピ
コ
ル
で
あ
っ
た
。
な
お
、
強
欄
栽
培
制
度

　
開
始
直
後
の
こ
の
地
方
の
糖
業
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
が
、
ご
ご
q
贔
㊦
び
り
．
寓
‘
b
恥

　
O
ミ
簿
ミ
§
偽
言
§
誉
贈
霜
．
硫
切
慧
ミ
冨
、
ミ
ミ
さ
ミ
口
恥
、
剛
白
幕
ミ
竃
葛
ミ
き
H
8
ρ

　
〆
＜
ρ
σ
q
⑦
螂
貯
σ
q
㊦
ジ
℃
」
Q
。
昏
ひ
ム
ω
ω
’
に
よ
る
と
一
八
三
三
年
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
は

　
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
と
併
せ
て
三
、
八
五
〇
パ
ウ
で
あ
っ
た
。

②
　
宍
「
一
〇
。
認
、
℃
．
曽
◎
。
層
お
よ
び
し
ご
ご
一
．
O
O
マ
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ワ
・
マ
ヅ
ラ

　
全
体
の
政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
糖
業
中
、
　
一
八
七
二
年
に
は
｝
九
、
七
三
年

　
に
は
約
四
五
の
工
場
が
、
住
民
か
ら
の
借
地
上
に
栽
培
し
た
砂
糖
キ
ビ
、
又
は
住

　
民
か
ら
買
い
上
げ
た
砂
糖
キ
ビ
を
加
工
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。
両
者
を
併

　
せ
た
栽
培
面
積
は
七
二
年
が
六
七
三
バ
ウ
、
七
三
年
が
二
〇
七
五
パ
ウ
で
あ
る
と

　
い
う
。

③
　
た
だ
し
、
敦
タ
一
。
。
鐸
噂
℃
．
お
9
に
よ
る
と
こ
の
栽
培
は
火
事
の
た
め
半
分
以

　
上
が
焼
失
し
、
実
際
に
収
穫
で
き
た
の
は
…
六
バ
ウ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
≧
「
蕊
刈
ω
、
じ
ご
注
■
O
O
．
に
よ
る
と
、
こ
の
前
年
に
ブ
ド
ゥ
ア
ン
工
場
は

　
二
ニ
パ
ウ
分
の
砂
糖
キ
ビ
を
便
民
か
ら
f
一
、
五
＝
二
で
買
い
上
げ
、
一
、
三
二

　
〇
ピ
コ
ル
の
砂
糖
を
生
産
し
て
い
る
。

④
　
詳
し
く
は
、
肉
・
「
一
Q
◎
刈
ω
、
℃
■
趙
ρ
及
び
じ
多
気
“
出
笛
噂
を
参
照
。

⑤
工
場
新
設
の
動
向
、
栽
培
薗
績
の
推
移
に
つ
い
て
は
第
｝
衰
、
第
二
表
参
照
。

　
な
お
、
こ
の
間
に
は
、
こ
れ
ら
の
新
設
さ
れ
た
工
場
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
工
場

　
新
設
の
動
ぎ
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
入
九
四
年
五
月
三
〇
日
に
は
A
・
M
・
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ア
レ
ソ
ド
ゥ
ス
な
る
者
に
よ
リ
ジ
ュ
ン
ブ
ル
県
プ
グ
ル
郡
の
・
氷
租
借
旧
地
ス
ン
ボ
ロ

　
～
号
地
及
び
二
号
地
に
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
す
る
申
請
が
繊
さ
れ
、

　
九
七
年
二
月
四
日
付
第
二
〇
号
決
定
に
よ
り
、
栽
培
最
大
面
積
三
五
〇
パ
ゥ
、
　
～

年
以
内
に
工
場
の
建
設
に
か
か
り
、
三
年
以
内
に
操
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
条
件

　
に
認
可
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
～
九
〇
〇
年
に
は
C
・
H
・
～
・
ハ
ー
フ
テ
ン
な

　
る
者
が
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
郡
の
ク
ミ
リ
村
及
び
ス
ラ
テ
ン
村
に
二

　
つ
の
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
翌
年
六
月
一
目
に
第
三
号
決
定
で
許

　
可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工
場
新
設
は
、
認
可
条
件
の
一
つ
で
あ
る

　
期
限
内
の
工
場
建
設
が
不
可
能
で
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
で
認
可
取
消
し
処
分
に
な

　
ろ
な
ど
、
結
局
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
九
八
年
五
月
五
日
に
C
・
F
・
ド

　
ウ
エ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
に
よ
り
ジ
ュ
γ
ブ
ル
県
タ
ソ
グ
ル
郡
へ
工
場
を
漸
絆
す
べ
く

　
出
さ
れ
た
申
請
や
、
九
九
年
八
月
三
一
日
に
U
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
が
申
請

　
し
た
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
ク
ン
デ
ィ
ッ
ト
村
へ
の
新
設
計
画
の
よ
う
に
、

　
認
可
が
下
り
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
き
七
一
。
。
O
メ

　
し
嚇
芭
．
〉
〉
〉
㌧
一
Q
Q
Φ
O
、
し
む
ご
r
＜
＜
”
凝
り
O
㌍
し
弓
ご
r
円
日
、
知
り
O
僧
じ
σ
三
．
○
ρ
な
ど
を

　
参
照
。

⑥
こ
の
計
算
は
厳
密
に
は
正
確
さ
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
》
ト
▼
声
肉
」
ω
。
。
に
よ

　
る
と
、
一
九
〇
四
／
〇
五
に
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
二
百
（
所
在
地
パ
ナ
ル
カ
ン
県
）
は

　
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
管
区
で
～
五
〇
バ
ウ
前
後
の
借
地
を
し
て
い
る
と
あ
り
、
こ
う
し

　
た
県
の
境
界
を
越
え
た
借
地
が
一
九
〇
二
／
〇
三
年
に
も
若
干
あ
っ
た
と
思
わ
れ

　
る
が
、
こ
の
計
算
で
は
全
く
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
一
表
に
掲

　
げ
た
以
外
に
、
こ
の
地
域
に
は
葡
作
り
専
門
の
農
園
が
あ
り
、
≧
ズ
一
〇
〇
餅
じ
ζ
嘗
・

　
勺
勺
・
に
よ
る
と
一
九
〇
三
年
に
は
七
ケ
所
、
栽
培
面
積
は
三
八
六
バ
ウ
で
あ
っ
た

　
と
い
う
が
、
県
瀦
の
数
字
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
計
算
か
ら
は
省
い

　
て
あ
る
。
た
だ
、
大
よ
そ
の
傾
向
は
把
握
で
き
よ
う
。

⑦
緊
禁
お
O
b
⊃
、
や
黍
Q
。
参
照
。
三
年
輪
作
法
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
唱
・
認

　
1
ψ
ω
．
を
参
照
。

⑧
　
弐
ヌ
ド
。
。
り
G
。
㌧
し
σ
望
．
し
づ
．
参
照
。
こ
れ
は
九
〇
年
代
初
の
パ
ナ
ル
カ
ン
の
ケ
ー

　
ス
で
あ
る
が
、
他
地
域
に
お
い
て
も
、
又
、
後
の
蒔
期
に
つ
い
て
も
大
差
な
い
と

　
思
わ
れ
る
。

⑨
ミ
ョ
蛍
切
嘗
・
b
。
・
参
照
。
但
し
、
≧
タ
H
。
。
Φ
8
層
卜
。
O
り
．
に
よ
れ
ば
、
契

　
約
期
間
を
越
え
て
ブ
ラ
ン
チ
…
シ
ョ
ン
が
な
お
土
地
を
使
用
す
る
場
合
、
一
ケ
月

　
に
つ
き
バ
ウ
当
り
f
五
を
割
増
金
と
し
て
支
払
っ
た
と
雷
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

　
こ
の
地
域
に
極
め
て
多
く
発
生
し
た
秒
糖
キ
ビ
畑
へ
の
放
火
購
件
の
放
火
理
由
の

　
～
つ
に
、
農
民
が
水
田
の
使
用
権
を
早
く
取
り
も
ど
す
た
め
と
い
う
事
由
が
あ
げ

　
ら
れ
て
い
る
（
表
ヌ
δ
圃
ρ
℃
」
。
。
・
。
L
。
。
。
。
N
℃
■
H
。
。
ω
し
。
。
。
。
企
マ
覧
ω
し
。
。
。
。
9
℃
．

　
峯
8
一
。
。
。
。
。
。
」
℃
．
b
。
O
①
．
な
ど
）
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
操
業
プ
ラ
ン
テ
…
シ

　
ョ
ン
が
こ
の
期
間
を
越
え
て
、
住
民
農
業
の
栽
培
期
へ
食
い
込
む
形
で
土
地
を
使

　
用
し
つ
づ
け
た
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑩
さ
し
あ
た
り
、
加
納
啓
良
「
ジ
ャ
ワ
糖
業
史
研
究
序
論
」
（
「
ア
ジ
ア
経
済
」
ニ

　
ニ
ー
五
、
一
九
八
一
）
H
）
．
。
。
？
。
。
ド
参
照
。

＠
緊
ヌ
ち
昼
や
鯉
。
。
・

⑫
≧
ヌ
H
O
。
刈
。
。
、
ワ
δ
。
。
℃
蕊
。
。
メ
唱
．
δ
o
。
レ
。
。
。
。
。
。
り
℃
』
0
8
蕊
箪
℃
．
譲
b
。
■
な
ど
参

　
照
。
な
お
、
旧
耕
作
法
を
示
す
専
。
①
a
o
包
巴
ρ
と
い
う
ジ
ャ
ワ
語
の
基
に
な
つ

　
た
σ
『
o
①
a
o
巳
は
、
水
田
以
外
の
土
地
を
耕
す
鋤
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

　
点
に
つ
い
て
は
じ
ウ
5
鵠
．
O
．
寓
’
α
ρ
b
馬
卜
§
恥
辱
。
ミ
。
駄
ミ
賊
ミ
ミ
ミ
内
書
切
町

　
壱
ミ
ミ
鵠
備
＆
い
智
ミ
㌧
胤
。
鉱
ぴ
H
①
O
ド
】
W
碧
旧
く
凶
2
㌻
胡
℃
唱
、
O
ド
を
参
照
。

⑬
　
≧
只
お
H
ρ
勺
b
。
戸
G
。
・
こ
の
地
域
で
は
労
働
力
の
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

　
マ
ヅ
ラ
島
な
ど
州
外
か
ら
大
量
の
労
働
力
を
移
入
し
た
と
い
わ
れ
る
。
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第
二
章
　
ブ
ス
キ
農
村
社
会
の
構
造

糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村う

　
本
章
で
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
ブ
ス
キ
州
内
主
業
地
帯
に
お
け
る
農
村
社
会
構
造
を
、
主
と
し
て
土
地
所
有
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
第
三

表
は
、
一
九
〇
三
年
当
時
の
耕
地
占
有
規
模
別
の
農
民
数
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
州
内
の
四
県
中
、
こ
の
里
雪
で
聖
業
の
存
在
し
な
か

っ
た
ジ
ュ
ン
ブ
ル
県
に
関
し
て
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
比
較
の
た
め
に
前
稿
で
取
り
上
げ
た
ス
ラ
バ
や
州
の
糖
業
地
帯
で
、
耕
地
の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
定
期
割
替
制
共
同
占
有
水
田
で
あ
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
デ
ー
タ
ー
を
も
掲
げ
て
お
い
た
。

　
さ
て
、
こ
の
表
か
ら
得
ら
れ
る
一
般
的
な
印
象
と
し
て
は
、
小
県
と
も
に
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
に
比
べ
て
占
有
規
模
の
分
布
が
広
い
こ
と
、
特

に
当
時
の
生
産
力
水
準
か
ら
み
て
何
ら
か
の
形
態
で
他
人
労
働
を
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
規
模
の
占
有
農
民
が
多
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
当
時
、
一
般
に
家
族
労
働
の
み
で
耕
作
可
能
な
水
田
面
積
の
上
限
は
一
パ
ゥ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
畑
が
か
な
り
多
い

こ
と
を
考
え
て
、
今
、
仮
り
に
ニ
バ
ゥ
ま
で
を
自
作
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
以
上
の
占
有
規
模
の
比
率
を
と
っ
て
み
る
と
、
シ
ド
ア
ル
ジ

ョ
県
が
僅
か
○
・
六
％
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
五
・
九
％
、
パ
ナ
ル
カ
ン
県
一
〇
・
二
％
、
バ
ニ
ュ
ワ
ソ
ギ
県
一
七
・

三
％
と
三
県
で
は
比
率
が
高
い
。
以
下
、
こ
う
し
た
農
民
層
の
存
在
が
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
、
や
や
詳
細
に
地
域
毎
に
検
討
し
て
ゆ
き

た
い
。

　
G
リ
　
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
ボ
ン
ド
ゥ
ォ
ソ
管
区

　
こ
こ
に
属
す
る
三
郡
の
傾
向
を
第
三
表
に
み
る
と
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
郡
と
タ
ナ
マ
ン
、
ウ
ォ
ノ
サ
リ
素
餐
で
は
か
な
り
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

即
ち
前
者
で
は
ニ
バ
ゥ
を
越
え
る
比
率
が
一
八
・
九
％
と
後
の
二
郡
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
。
そ
し
て
、
ミ
》
ヌ
箇
さ
。
F
に
掲
載
さ
れ
る
こ

の
蓑
の
解
説
に
よ
る
と
「
大
半
の
大
土
地
占
有
は
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
（
郡
）
に
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
σ
二
冨
σ
q
Φ
昏
（
実
際
は
σ
普
㊤
σ
q
。
b
。
噸
の
誤
り

一
引
用
者
）
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
ハ
ジ
が
購
入
に
よ
っ
て
占
有
を
得
よ
う
と
努
め
る
…
…
偏
と
あ
り
、
こ
れ
が
購
入
を
通

し
て
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
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占有面積分布（1903年現在）
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0

ゐ
s〈）マヅラ島

O
」スラバぜ6

£

．
／
一
．
、
＼

バスルアンr　NSv，r
　　　　ぐブ・ボリンゴ

　　　　f　ダ
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，）　　○ボンドウ・iソ

，3。ルバニユワンぎ

マ
〆

O

ct

O・高高●州 都

ジャワ東端地方

福
祉
減
退
調
査
委
員
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
菊
．
℃
・
○
簿
σ
q
①
房
く
●
芝
山
勺
．
O
犀
康
。
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

最
終
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
地
域
で
は
土
地
集
積
が
主
と
し
て
先
述
し
た
よ
う
な
売
買
を
通
し
て
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
郡
を
中
心
に
進
行
し

　
こ
の
地
域
で
は
住
民
間
の
土
地
の
貸
借
も
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
主
た
る
理
由
は
、
ω
祭
礼
費
用
、
家
の
新
築
等
の
費
用
を
捻

出
す
る
た
め
、
②
耕
牛
を
持
っ
て
い
な
い
の
二
点
で
あ
り
、
他

に
ボ
ン
ド
ゥ
ォ
ソ
副
郡
や
タ
マ
ナ
ン
郡
の
タ
バ
コ
栽
培
地
帯
で

は
こ
の
栽
培
に
利
用
す
る
区
画
以
外
を
貸
出
す
こ
と
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
は
裏
作
期
一
収
穫
間
、
貸
手
が
地
税
を

負
担
し
、
バ
ウ
当
り
水
田
f
二
〇
、
畑
f
一
〇
の
借
地
料
を
払

う
と
い
う
条
件
の
寅
且
。
Φ
や
、
稲
の
栽
培
期
に
適
用
さ
れ
、

土
地
が
借
金
返
済
後
に
は
じ
め
て
持
主
に
戻
る
質
入
σ
q
㊤
α
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
い
は
買
戻
し
権
付
売
却
な
ど
の
諸
形
式
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

こ
れ
ら
は
貸
出
期
限
が
一
収
穫
期
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

貸
出
や
質
入
の
理
由
が
一
時
的
な
現
金
の
必
要
を
満
た
す
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ミ
．
ヨ
で
は
こ
れ
ら
が
土
地
集
積
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
な
が
っ
た
と
は
判
断
し
て
い
な
い
。
ま
た
買
戻
し
権
付
売
却

が
土
地
喪
失
に
つ
な
が
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ボ
ン
ド
ウ

ォ
ン
地
裁
判
事
パ
ラ
O
・
諺
・
α
Φ
団
℃
p
犀
伊
の
否
定
的
見
解
と
、

　
の
肯
定
的
な
見
解
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
ミ
・
ヨ
と
し
て
の
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て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
表
を
見
る
と
五
バ
ゥ
を
越
え
る
よ
う
な
土
地
占
有
者
も
幾
人
か
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
州
で
は
以
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

デ
サ
外
へ
の
土
地
譲
渡
の
制
限
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
晦
ミ
ミ
魯
ミ
織
一
。
。
O
c
。
”
コ
ρ
し
。
直
．
の
規
定
で
耕
地
非
占
有
者
（
整
地
や
家
屋
の
占
有
老
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
も
へ
ー
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
義
務
が
拡
大
さ
れ
、
土
地
占
有
者
数
と
へ
ー
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
者
数
が
関
連
を
持
た
な
く
な
っ
た
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
集
積
が
デ
サ
の
境
界
を
越
え
て
展
開
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

　
②
　
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
ブ
ス
キ
管
区

　
第
三
表
か
ら
見
る
と
、
大
土
地
占
有
者
は
ム
ラ
ン
デ
ィ
ン
ガ
ソ
郡
で
目
立
つ
程
度
で
全
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
し
か
し
、
で
は

分
解
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
ミ
・
ヨ
肉
．
b
。
。
。
’
に
よ
る
と
「
水
田
や
畑
の
売
却
や
質
入
は
絶
え
ず
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
特
に
小
土
地
占
有
者
包
。
言
①
σ
q
δ
巳
σ
①
明
野
①
湊
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
デ
サ
で
は
、
以
前
に
比
べ
る
と

土
地
占
有
は
更
に
一
部
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て
き
た
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た
ミ
・
ヨ
肉
・
b
。
餅
に
「
質
入
は
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
に
つ
い
て
述
べ
た

の
と
同
じ
理
由
で
し
ぼ
し
ぼ
行
な
わ
れ
る
。
金
貸
は
地
塁
を
支
払
い
、
借
金
し
た
者
は
し
ぼ
し
ば
収
穫
の
三
分
の
一
を
受
け
取
る
条
件
で
そ
の

水
田
の
耕
作
を
続
け
る
。
借
金
を
期
限
ま
で
に
返
済
で
き
な
い
場
合
、
し
ば
し
ば
普
通
の
売
却
契
約
の
場
合
と
同
じ
額
ま
で
追
加
支
払
が
な
さ

れ
る
」
と
見
え
、
更
に
鳶
・
活
相
・
去
り
●
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
報
告
に
買
戻
し
権
付
売
却
の
場
合
、
売
手
は
期
限
ま
で
に
借
金
を
返
済
で
き
ず
土

地
を
失
な
う
こ
と
が
多
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
零
細
な
占
有
者
の
土
地
喪
失
と
い
う
事
態
が
進
行
し
つ
つ
あ

る
。
そ
し
て
逆
に
こ
う
し
た
土
地
を
集
積
す
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
ミ
・
写
像
』
心
・
の
前
事
部
分
の
後
に
「
新
し
い
占
有
者
は
そ
の
デ
サ
の
住
民

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
…
…
大
土
地
占
有
老
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
外
に
も
土
地
を
持
つ
。
」
と
あ
り
、
不
在
地
主
す
ら
形
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
ミ
．
ヨ
肉
・
卜
。
卜
。
・
に
よ
る
と
「
庶
民
匹
Φ
冒
窪
白
舘
の
占
有
は
二
分
の
一
～
五
バ
ウ
の
間
で
様
々
で
あ

る
。
…
…
こ
れ
よ
り
広
い
土
地
（
二
五
パ
ゥ
ま
で
）
の
占
有
管
は
本
来
の
農
民
の
中
に
は
入
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
の
土
地
、
購
入
に
よ
り
拡
げ
ら

れ
た
い
わ
ゆ
る
プ
サ
カ
℃
o
①
ω
跨
p
は
、
退
職
官
吏
や
ハ
ジ
、
デ
サ
首
長
の
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
同
じ
く
中
ミ
．
に
も
「
ブ

ス
キ
管
区
の
現
職
、
あ
る
い
は
引
退
し
た
官
吏
や
デ
サ
首
長
は
、
一
〇
～
二
五
バ
ウ
の
土
地
を
持
つ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
地
集
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⑦

積
老
の
う
ち
、
特
に
規
模
の
大
き
な
も
の
に
は
官
吏
や
首
長
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
地
域
で
も
両
極

へ
の
分
解
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
働
パ
ナ
ル
カ
ン
渠

　
ミ
．
薄
肉
・
卜
。
瞬
・
に
よ
れ
ば
こ
の
県
の
土
地
占
有
状
況
は
「
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
と
パ
ナ
ル
カ
ソ
で
は
概
し
て
占
有
地
面
積
が
小
さ
す
ぎ
る
が
、
こ

れ
は
い
く
人
か
の
手
に
よ
る
土
地
占
有
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
後
者
の
郡
に
著
し
い
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
と
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
で
は

農
民
当
り
の
平
均
の
面
積
は
充
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
土
地
占
有
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
い
。
」
と
評
価
さ
れ
、
同
所
に
付
せ
ら
れ
た
レ
ヘ

ン
ト
報
告
で
も
「
概
ね
県
報
告
織
α
①
①
一
ぎ
α
p
ω
く
賃
。
。
貯
σ
q
Φ
ロ
の
通
り
で
あ
る
。
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
に
は
農
民
当
り
で
少
な
す
ぎ
る
水
田
の
他
に
充
分

な
広
さ
の
畑
が
あ
る
。
他
方
、
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
郡
で
は
、
農
民
当
り
の
水
田
も
畑
（
郡
全
体
で
七
〇
一
バ
ウ
ニ
一
八
平
方
R
・
R
）
も
小
さ
す
ぎ
る
。
」

と
同
様
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
ミ
・
冬
●
島
陰
。
F
で
も
、
こ
の
地
域
の
土
地
集
積
の
特
徴
と
し
て
「
シ
ト
ゥ
ボ
ソ
ド
と
パ
ナ
ル
カ
ン
で
は
、

集
積
の
大
半
が
、
そ
の
地
域
が
不
健
康
の
た
め
に
住
民
が
ま
ば
ら
だ
が
多
く
の
水
田
の
あ
る
よ
う
な
デ
サ
で
生
じ
る
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
と
ス
ム

ブ
ル
ワ
ル
で
は
（
集
積
は
）
少
な
い
。
こ
こ
で
は
土
地
が
よ
り
分
散
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
評
価
で
は
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
、
パ
ナ
ル
カ
ン
で
は
分
解
が
進
ん
で
お
り
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
、
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
で
は
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
第
三
表
か
ら
見
る
限
り
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
各
郡
毎
に
順
に
一
バ
ゥ
を
越
え
る
占
有
者
比
率
を
と

っ
て
み
る
と
三
三
・
一
％
、
二
四
・
八
％
、
二
三
・
九
％
、
二
六
・
五
％
と
な
り
、
四
バ
ウ
を
越
え
る
よ
う
な
規
模
の
比
率
を
と
っ
て
も
七
・
一
％
、

三
・
五
％
、
四
・
二
％
、
一
・
九
％
で
あ
り
、
必
ず
し
も
前
二
郡
が
高
い
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
五
バ
ウ
以
上
の
大
土
地
占
有
老
を
み
る
場
合

の
み
、
前
書
郡
で
の
集
積
の
高
さ
が
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
レ
ヘ
ン
ト
報
告
な
ど
に
見
ら
れ
る
農
民
当
り
の
耕
地
面
積
の
評
価
も
、
第

三
表
に
よ
る
限
り
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
う
し
た
報
告
と
統
計
の
間
の
ズ
レ
が
何
に
原
因
を
持
つ
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
般
に
集
積
が
進

行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
第
三
表
か
ら
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
特
に
そ
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
、
こ
の
県
の
一
つ
の
感
気
で
あ
る
。

　
さ
て
集
積
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
ミ
●
峯
郎
b
⊃
似
は
　
「
土
地
占
有
の
拡
大
に
至
る
普
通
の
方
法
が
、
　
こ
こ
で
も
譲
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渡
の
方
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
質
入
や
、
正
し
く
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
買
戻
し
権
付
売
却
（
a
8
≦
巴
σ
Q
三
脚
＆
8
≦
巴
梓
糞
。
）
、

及
び
普
通
の
売
却
（
＆
8
話
＝
ぴ
⇔
σ
q
）
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
ミ
・
葺
肉
・
劣
り
・
に
よ
れ
ば
＆
o
①
≦
巴
σ
q
㊤
α
ひ
と
は
買
戻
し
権
を
行
使
し
う
る
期

限
の
無
い
も
の
、
a
o
①
薯
聴
け
冨
8
と
は
期
限
付
き
の
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
の
場
含
に
も
売
手
の
土
地
喪
失
を
も
た
ら
す
、
た
だ
前
老
の
方
が

や
や
長
く
か
か
る
だ
け
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
同
所
に
載
録
の
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
・
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
地
裁
判
事
ム
ー
ラ
ー
蜜
巳
ざ
H
U
・
○
・
≦
o
客
Φ
サ

σ
o
Φ
閃
の
報
告
で
も
「
私
に
は
土
地
占
有
者
が
し
ぼ
し
ば
買
戻
し
権
付
売
却
に
よ
っ
て
土
地
を
永
久
に
失
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え
る
。
」
と
、

こ
れ
が
土
地
喪
失
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
法
を
通
じ
て
の
土
地
集
積
を
行
な
う
の
は
、
ミ
σ
二
戸
・
b
。
餅
の
記
述
で
は
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
間
で
あ
る
が
、
官

吏
の
集
積
は
滅
多
に
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
集
積
に
は
先
に
見
た
よ
う
に
か
な
り
規
模
の
大
き
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
こ
こ
で
も

デ
サ
の
範
囲
を
越
え
て
展
開
し
、
不
在
地
主
を
生
ん
だ
。
ミ
’
ヨ
肉
．
卜
。
9
に
掲
げ
ら
れ
た
、
労
役
負
担
が
土
地
集
積
の
進
行
に
よ
り
重
く
な
っ

た
か
否
か
と
い
う
設
問
に
対
す
る
次
の
解
答
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
「
シ
ト
ク
ボ
ン
ド
と
パ
ナ
ル
カ
ソ
、
特
に
後
者
の
郡
で
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い
占
有
者
の
数
が
多
い
ご
と
に
よ
り
、
デ
ィ
ン
ス
ト
が
重
く
な
っ
た
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
と
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
で
は
そ
う
で
は

な
い
。
」
こ
こ
で
は
、
郡
を
越
え
た
集
積
の
例
さ
え
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
ヘ
ソ
ト
も
「
い
く
人
か
の
手
へ
の
土
地
占

有
の
集
中
と
、
不
在
占
有
者
の
多
い
こ
と
に
よ
り
、
へ
ー
レ
ソ
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
の
増
加
を
招
い
た
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
㈱
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県

　
ミ
●
強
手
b
。
蒔
・
の
評
価
は
「
土
地
占
有
の
集
積
は
未
だ
少
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
第
三
表
を
み
る
と
四
バ
ゥ
を
越
え
る
よ
う
な
か
な
り

の
広
さ
の
土
地
を
占
有
す
る
者
が
、
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
を
中
心
に
か
な
り
多
い
。
ミ
・
野
芝
卜
。
野
は
つ
づ
け
て
「
知
ら
れ
て
い
る
大
土
地
占
有
者

に
は
デ
サ
内
の
者
も
デ
サ
外
の
者
も
い
る
。
（
こ
の
中
に
は
）
数
名
の
ハ
ジ
と
一
人
の
プ
テ
ィ
ン
ギ
が
含
ま
れ
る
。
特
に
後
者
は
数
デ
サ
に
分
散

し
た
七
〇
．
ハ
ウ
の
水
田
と
、
県
内
各
地
に
約
二
〇
〇
．
ハ
ウ
の
コ
コ
ナ
ツ
園
を
持
っ
て
い
る
。
」
と
、
　
ハ
ジ
や
プ
テ
ィ
ソ
ギ
を
中
心
に
不
在
地
主

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
農
民
層
が
ど
の
よ
う
に
し
て
土
地
を
集
積
し
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
県
に
は
な
お
開
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⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

墾
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
調
査
時
に
も
な
お
他
地
域
か
ら
の
流
入
者
が
多
く
、
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
を
中
心
に
実
際
に
開
墾
が
進
ん
で
い

⑭た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
開
墾
に
よ
る
も
の
も
か
な
り
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
住
民
相
互
の
土
地
の
貸
借
が
増
加
し
て
い
な
い

　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
や
、
買
戻
し
権
付
語
却
で
売
り
手
が
土
地
を
喪
失
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
売
買
に
よ
る
土
地
集
積
は
必
ず
し
も
多
く
は

な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
地
域
毎
に
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
土
地
所
有
の
分
解
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
分
解
は
、
パ
ニ

ュ
ワ
ン
ギ
県
の
場
合
は
や
や
例
外
か
も
し
れ
ぬ
が
、
売
買
、
質
入
れ
、
買
戻
し
権
付
売
却
と
い
っ
た
、
商
品
経
済
の
発
展
を
媒
介
と
し
た
土
地

権
の
移
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
を
喪
失
し
没
落
し
て
ゆ
く
農
民
層
と
土
地
を
集
積
し
て
地
主
化
す
る
農
民
層
と
の

両
極
へ
と
分
化
し
て
ゆ
く
状
況
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
以
上
の
よ
う
な
両
極
分
解
は
農
業
経
営
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
ミ
・
ヨ
い
H
。
。
り
・
の
「
農
民
の
大

半
は
自
分
自
身
の
土
地
を
自
分
で
耕
す
か
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
、
耕
作
は
次
の
ど
の
方
法
で
な
さ
れ
る
か
。
a
、
常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の

労
働
者
の
援
助
。
b
、
請
負
。
c
、
分
母
小
作
。
d
、
相
互
扶
助
契
約
。
」
と
い
う
設
問
に
対
す
る
答
か
ら
検
討
し
よ
う
。
先
ず
ボ
ン
ド
ウ
ォ

ン
管
区
で
は
家
族
労
働
だ
け
で
全
部
耕
す
こ
と
は
滅
多
に
無
く
、
d
が
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
、
次
い
で
。
、
b
、
a
の
順
に
利
用
さ
れ
る

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ス
キ
管
区
で
は
大
半
が
自
作
で
あ
る
が
、
大
土
地
占
有
者
は
分
益
小
作
（
い
わ
ゆ
る
汁
軽
。
づ
ま
た
は
℃
貧
。
ロ
）
を
適

用
す
る
こ
と
が
し
ぼ
し
ぼ
あ
る
と
解
答
さ
れ
る
。
分
益
小
作
の
条
件
は
占
有
者
が
収
穫
の
三
分
置
二
を
取
り
、
地
嵐
を
負
担
し
苗
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。
収
穫
労
働
の
分
前
た
る
バ
ウ
ォ
ン
昏
昏
。
口
は
耕
作
者
と
占
有
者
の
取
分
分
割
前
に
控
除
す
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
こ
の
地
域

で
は
a
、
b
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
d
は
＆
跨
ぎ
σ
q
巴
す
ぽ
と
称
せ
ら
れ
共
同
占
有
地
域
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
か
な
り
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る

と
い
う
。
次
に
パ
ナ
ル
カ
ン
県
で
も
大
半
が
自
ら
耕
す
が
、
大
土
地
占
有
者
は
他
人
の
援
助
を
必
要
と
す
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
例
で
は
、
ニ
バ
ウ
の
水
田
を
請
負
耕
作
（
3
陽
8
H
）
に
出
す
場
合
、
占
有
者
は
七
ア
ー
マ
ッ
ト
（
帥
B
似
枠
）
の
籾
を
受
け
取
り
地
墨
を
負
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齢
し
、
残
っ
た
籾
と
裏
作
物
を
耕
作
を
請
負
っ
た
者
が
取
分
と
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
分
益
小
作
の
場
合
に
は
、
収
穫
か
ら
タ
ネ
モ
ミ
、
納
税

分
、
田
植
手
間
賃
分
な
ど
の
必
要
経
費
を
引
い
た
残
り
を
折
半
す
る
と
い
う
℃
錠
。
き
、
ま
た
は
ヨ
錠
魯
制
度
が
用
い
ら
れ
た
。
d
も
用
い

ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
二
～
三
バ
ウ
の
水
田
ま
で
で
あ
っ
た
。
一
バ
ウ
以
下
の
場
合
に
は
占
有
者
が
専
ら
自
作
し
た

と
い
う
。
最
後
に
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
に
つ
い
て
は
、
大
半
が
自
作
で
あ
る
が
、
水
田
占
有
者
が
そ
の
気
が
な
い
と
か
、
病
気
で
あ
る
と
か
、
耕

牛
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
耕
せ
な
い
時
に
は
分
益
小
作
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。

　
以
上
の
解
答
で
は
、
大
土
地
占
有
者
が
家
族
労
働
の
み
で
耕
作
し
え
な
い
余
分
の
耕
地
部
分
に
用
い
る
他
人
労
働
力
の
利
用
形
態
と
、
d
に

典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
自
営
小
農
民
間
の
相
互
的
な
労
働
力
の
提
供
、
即
ち
加
納
啓
良
器
に
よ
れ
ば
「
水
平
的
な
相
互
扶
助
慣
行
の
色
彩

　
⑬
が
濃
」
い
小
作
関
係
と
が
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
前
者
に
属
す
る
も
の
が
次
第
に
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
次
の
旨
ド
薄
肉
・
お
一
・
の
記
事
か
ら
窺
え
よ
う
。
即
ち
、
分
益
小
作
が
増
加
し
た
か
否
か
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、
　
門
大
水
田
占
有

が
増
加
し
た
デ
サ
で
は
、
そ
れ
以
来
分
益
小
作
の
適
用
が
多
く
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
占
有
者
は
、
ほ
と
ん
ど
か
、
全
く
自
分
自
身

で
そ
の
土
地
を
耕
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
ブ
ス
キ
管
区
）
、
「
増
加
し
た
。
特
に
大
土
地
占
有
の
あ
る
郡
（
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
、
パ
ナ
ル

カ
ン
）
に
お
い
て
。
」
（
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
）
と
い
っ
た
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
解
答
で
は
分
泌
小
作
増
加
の

理
由
と
し
て
こ
の
他
に
も
、
人
口
の
伸
び
が
耕
地
の
拡
大
を
上
回
っ
た
た
め
と
い
っ
た
内
容
も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
（
例
え
ば
バ
ナ
ル
カ
ン
の
レ
ヘ

ソ
ト
報
告
）
、
こ
れ
な
ど
は
相
互
扶
助
的
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
土
地
集
積
に
伴
な
う
分
益
小
作

の
増
加
、
即
ち
地
主
小
作
関
係
の
形
成
と
い
う
事
態
は
否
定
し
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
二
〇
世
紀
初
め
の
ブ
ス
キ
州
の
農
村
社
会
が
、
農
民
層
の
分
解
が
展
開
し
地
主
小
作
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
農
村
社
会
に
お
い
て
糖
質
は
ど
の
よ
う
に
し
て
栽
培
用
地
を
確
保
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
以
下
に
章
を
改
め

て
検
討
し
た
い
。

　
①
　
も
っ
と
も
、
ミ
一
驚
h
卜
。
ド
　
に
よ
る
と
第
三
蓑
に
掲
げ
た
こ
の
三
郡
に
関
す
　
　
　
　
　
る
数
字
は
地
税
帳
簿
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
僧
頼
で
ぎ
な
い
、
も
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し
遜
り
に
実
測
す
れ
ば
、
実
際
の
面
積
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
と
註
記
さ

　
れ
る
。

②
ミ
ヨ
弟
這
①
、
這
ρ
お
ρ
お
N
■
な
ど
参
照
。

③
ミ
ヨ
鮪
b
。
腿
■

④
ミ
§
雑
誌
9

⑤
　
ミ
…
肉
畠
爬
伊

⑥
ミ
ヨ
銅
b
。
①
．

⑦
な
お
、
ブ
ス
キ
州
で
は
官
吏
が
土
地
集
積
す
る
揚
合
、
そ
の
権
力
を
最
大
限
に

　
利
用
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
ミ
…
卜
．
b
。
燈
．
の
次
の
例
を
参
照
。
コ
人
の
農

　
民
が
美
田
を
占
有
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
原
住
民
官
吏
が
望
む
よ
う
な
水
田
を

　
持
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
持
主
が
一
二
月
に
な
る
以
前
に
そ
れ
に
か
か
る
税
（
地

　
税
）
の
支
払
を
奨
励
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
原
住
民
官
吏
は
認
め
な
い
。

　
一
二
月
に
入
る
と
、
占
有
者
は
デ
サ
首
長
に
よ
っ
て
支
払
を
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
男
が
も
し
払
え
な
い
階
に
は
郡
長
や
翻
郡
長
の
も
と
へ
拘
引
さ
れ

　
る
が
、
彼
ら
は
こ
の
男
を
脅
し
、
今
か
ら
一
週
間
以
内
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

　
の
と
儒
じ
さ
せ
る
べ
く
努
め
る
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
税
が
な
お
完
納
さ
れ
て
い
な

　
い
と
、
こ
の
男
は
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
る
。
　
『
お
前
は
ど
ち
ら
か
選
ば
ね
ば

　
な
ら
な
い
。
こ
の
月
の
う
ち
に
こ
の
税
を
完
納
で
ぎ
な
い
場
合
、
お
前
の
水
田
は

　
御
上
の
手
で
差
し
押
え
ら
れ
、
競
売
に
付
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
い
や
な
ら
、

　
二
年
程
度
よ
り
短
か
い
期
限
の
買
戻
し
権
付
で
そ
の
水
田
を
私
に
売
る
の
だ
。
こ

　
の
期
限
内
に
買
戻
し
が
出
来
な
か
っ
た
ら
、
水
田
は
私
の
物
だ
。
』
こ
の
場
合
、
f

　
六
〇
〇
～
f
八
○
○
の
価
値
を
持
つ
ニ
バ
ウ
の
水
田
に
、
せ
い
ぜ
い
f
一
一
〇
〇
が

　
払
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
期
限
内
に
買
戻
し
が
な
さ
れ
な
い
の
で
、
件

　
の
官
吏
は
こ
の
土
地
の
占
有
者
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
「
僅
か
な
金
で
水
照
の
占
有

＠＠＠＠＠＠
を
手
に
入
れ
る
も
う
一
つ
の
方
法
が
、
い
わ
ゆ
る
．
、
σ
。
嵩
3
＆
o
o
．
．
で
あ
る
。

即
ち
、
土
地
占
有
者
が
現
金
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
揚
合
1
た
い
て
い
は
、

地
税
の
支
払
の
た
め
だ
が
、
子
供
の
結
婚
の
た
め
に
祝
宴
を
開
く
た
め
の
こ
と
も

あ
る
1
原
住
民
官
吏
は
税
を
肩
代
り
し
て
や
る
か
わ
り
に
取
り
決
め
た
期
限
内

に
借
金
が
返
済
さ
れ
ぬ
場
合
に
は
そ
の
水
田
を
取
る
と
い
う
条
件
で
、
四
年
乃
至

五
年
問
、
そ
の
水
田
を
担
保
と
し
て
受
け
取
る
。
こ
の
よ
う
な
水
田
は
こ
の
官
吏

の
手
で
企
業
へ
賃
貸
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
時
に
は
三
回
の
砂
糖
キ
ビ
収
穫
の

期
間
に
及
ぶ
。
水
田
の
持
主
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
や
っ
て
得
た
金
で
あ
る
。

権
力
者
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
サ
の
住
昆
は
な
お
馬
鹿
で
あ
り
、
目
上
の
者

を
恐
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
胞
を
自
分
自
身
の
利
益
の
た
め
に
誤
り
へ
導
く
よ

う
な
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
も
た
し
か
に
多
い
。
だ
か
ら
、
上
述
の
よ
う
な
方
法
で
水
田

を
買
戻
し
権
付
で
買
上
げ
ら
れ
た
農
厩
は
、
借
金
返
済
を
勧
め
ら
れ
た
り
買
戻
し

を
す
べ
き
こ
と
を
思
い
起
さ
せ
ら
れ
た
り
は
し
な
い
。
だ
か
ら
期
限
は
借
金
の
解

消
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
そ
の
水
田
は
取
決
め
を
結
ん
だ
原
住
民

官
吏
の
占
有
と
な
る
の
で
あ
る
…
…
」

　
ミ
剛
§
肉
●
N
G
Q
㌧
b
o
㊤
．

　
加
8
｝
樽
向
．
b
σ
句
ω
’

　
藁
ヨ
向
．
禽
伊

　
』
S
”
緊
司
凸
一
ト
こ
◎
◎
．

　
ミ
ヨ
肉
■
同
b
⊃
り
．

　
加
納
啓
良
二
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
土
地
制
度
と
村
落
（
デ
サ
）
共
同
体
」
　
（
斎

藤
仁
編
『
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
一
九
六
九
年
所

収
）
℃
■
お
り
■
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第
三
章
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
方
法

旧業ゾランテーションとブスキ農村社会（植村）

　
先
ず
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
土
地
使
用
期
間
及
び
借
地
料
を
第
四
表
で
一
覧
し
て
お
き
た
い
。
デ
ー
タ
ー
の
出
所
に
よ
っ
て
、
ま

た
各
々
の
工
場
毎
に
数
字
に
か
な
り
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
必
ず
し
も
平
均
値
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
砂
糖
キ
ビ
栽

培
の
た
め
に
土
地
が
使
用
さ
れ
る
期
間
が
大
よ
そ
一
年
半
前
後
と
い
う
の
は
ジ
ャ
ワ
本
業
に
平
均
的
な
数
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
借
地
料
の
中

で
最
高
f
八
○
と
い
う
高
額
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
触
れ
た
い
）
。

　
さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
地
方
の
土
地
権
は
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
り
、
少
く
と
も
原
理
的
に
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
土
地
を
一
括

し
て
デ
サ
ぐ
る
み
で
借
り
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
借
入
予
定
区
画
内
に
水
田
の
貸
出
に
反
対
す
る
農
民

が
い
る
よ
う
な
場
舎
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
よ
う
に
共
同
占
有
を
と
る
地
域
な
ら
ば
デ
サ
当
局
が
調
整
を
行
な
っ
て
こ
の
農
民
の
水
田
を
予
定
区
画
外

の
水
田
持
分
と
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
ブ
ス
キ
の
場
合
に
は
そ
う
し
た
方
法
も
採
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

安
定
し
た
栽
培
用
地
の
確
保
と
い
う
課
題
は
、
こ
の
地
域
の
早
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
そ
の
当
初
よ
り
、
特
に
重
大
な
問
題
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
た
め
に
如
何
な
る
方
法
が
採
ら
れ
た
の
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
先
ず
、
強
欄
栽
培
か
ら
「
自
由
」
栽
培
へ
の
転
換
期
を
検
討
し
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に
は
本
格
的
に
「
自
由
」
栽
培
が
拡
大
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
九
〇
年
代
初
頭
に
は
早
く
も
企
業
間
の
借
地
競
争
が
激
し
い
と
報
告
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
競
争
に

勝
ち
抜
き
、
充
分
な
栽
培
用
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、
企
業
側
は
デ
サ
首
長
を
始
め
と
す
る
在
地
権
力
層
を
仲
介
者
と
し
て
し
ば
し
ば
動
員
し
、

そ
れ
が
「
自
由
」
栽
培
の
原
理
に
抵
触
す
る
と
し
て
阻
止
し
よ
う
と
す
る
州
理
事
レ
シ
デ
ン
ト
と
の
間
に
一
定
の
矛
盾
す
ら
生
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
植
民
地
政
庁
も
さ
す
が
に
事
態
を
放
置
で
き
ず
、
　
一
八
九
二
年
六
月
二
日
付
命
令
で
、
当
時
の
ス
ラ
バ
や
州
理
事
だ
っ
た
ク
ル
セ
ン

雲
容
①
ω
①
P
旨
○
．
日
巨
を
ブ
ス
キ
に
派
遣
し
、
こ
の
地
域
の
糖
業
の
経
営
の
仕
方
と
住
民
経
済
の
関
連
な
ど
を
中
心
に
調
査
さ
せ
る
こ
と
に
な

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
た
。
ク
ル
セ
ン
が
提
出
し
た
一
八
九
三
年
一
月
一
四
日
付
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
素
量
の
借
地
に
あ
た
っ
て
採
っ
た
忌
門
促
進
法
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第四表　　各工場別土地使用期間，借地料一覧 （単位f＝フローリン）

県 工 場

実際の土地使用期間

ij，f．　IV．　ll．　Bijl．

2．による

ドウ・マース

ボンドウオソ ブ　ド　ウアン

タ　ソガラ　ン

プラジュカン

　　　　ゆ　　　　ド
ァセムハクス

パナルカソ

リンギンアノム

タンジュンサリ

オ　　レ　ア　ソ

パソジ　ィ　ー

パニュワンギ

ト

ロゴジヤムピ

スコウディ

平均15ケ月

平均エ5ケ月

14～18ケ月

A4：耳え．E．

133．．ﾉよる

Ad．レ玩Zヨ．133．

レヘント報告

契約期限は
18ケ月

借 地 料

平均15ケ月

15～18ケ月

12～18．5ケ月

13～17ケ月

13～17ケ月

13～17ケ月

12．5～18ケ月

16～20ケ月

14～18ケ月

M．　1・Y．　H．　Bijl．

2．による

f　50．55

21ケ月

21ケB

18ケ月

大半が20ケ月

f　50．QO

f　56．22

18～20クー月

18～20ケ月

f　52．88

f　35．25

i　48．81

f　51．23

f　46．21

i　49．00

f　39．83

f　39．35

f　42．65

乃必14（．E．133．

　f　40一．50

隠壱こf80｝こ
なる

大釆の土地を

f50で12年
契約をむすぶ

i　40一一vso

±　f　42．50

i　4e－vse

f　30N50

11al．　PV．　E．　133．

レヘント報告

平均f4G

平均f55

K．　V．　1893，　Bijl．

B，P．23．による
1890年代初の借地
料

f　so．oe

f　42．50

f34又はf42．50
　　　　　　0

f　46．75

f　42，50

f　42．50

①　2年前に借り入れると　f34，1年前だとf42．50

（O

盾ﾁ

ﾚ）

O
ぴ
っ



糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村）

は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
第
一
は
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
の
各
工
場
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
糖
蜜
へ
の
土
地
貸
出
が
あ
た
か
も
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
義
務
で

あ
る
か
の
如
き
偽
り
の
観
念
を
流
布
し
、
住
民
に
信
じ
込
ま
せ
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
強
制
栽
培
に
参
加
し
て
い
た
企
業

で
は
、
　
「
下
級
の
首
長
や
住
民
に
、
政
庁
の
強
制
栽
培
は
土
地
が
自
由
栽
培
の
た
め
に
引
き
続
い
て
利
用
し
う
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
の
み

廃
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
等
し
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
た
」
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
強
制
栽

培
以
来
の
デ
サ
首
長
へ
の
耕
作
歩
合
の
支
払
を
続
け
た
り
、
借
地
料
も
当
初
は
強
制
栽
培
制
度
下
で
の
補
償
額
、
ハ
ゥ
当
り
f
六
五
と
同
額
を
支

払
っ
た
。
し
か
も
「
以
前
に
強
制
栽
培
を
実
施
し
て
い
た
工
場
の
自
由
栽
培
の
た
め
に
、
一
八
七
一
年
の
正
規
の
取
決
め
で
政
庁
栽
培
用
と
し

て
指
定
さ
れ
た
の
と
同
じ
土
地
区
画
が
引
き
続
い
て
三
年
輪
作
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
」
や
、
　
「
オ
レ
ア
ン
、
リ
ソ
ギ
ソ
ア
ノ
ム
、

パ
ソ
ジ
ィ
ー
工
場
の
た
め
に
、
記
憶
の
及
ぶ
限
り
の
昔
か
ら
砂
糖
キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
て
き
て
お
り
、
住
民
は
年
々
続
け
て
土
地
の
一
部
を
こ
の

栽
培
の
た
め
に
失
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
」
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
観
念
が
住
民
を
捉
え
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
は
強
制
栽
培
に
参
加
し
て
き
た
企
業
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
　
「
自
由
」
栽
培
の
み
で
出
発
し
た
新
設
企
業
に
お
い
て
も
用

い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
の
例
を
見
る
と
、
メ
ッ
カ
帰
り
の
土
地
貸
出
農
民
で
か
つ
て
デ
サ
首
長
を
勤
め
た
一
農
民
は

大
要
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
八
八
四
年
に
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
が
開
設
さ
れ
た
際
に
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
工
場
の
た
め
の
政
庁
栽

培
か
ら
解
放
さ
れ
た
土
地
全
部
を
こ
の
新
設
工
場
に
貸
し
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
約
束
が
結
ぼ
れ
、
彼
も
、
彼
の
デ
サ
の
住
民
も
等
し
く
こ

れ
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
パ
ン
ジ
ィ
i
工
場
の
強
制
栽
培
の
廃
止
の
条
件
は
タ
ン
ジ
ュ

ン
サ
リ
工
場
へ
の
土
地
提
供
で
あ
る
と
い
う
形
の
虚
偽
の
観
念
の
流
布
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
同
じ
く
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
の
例
を
見

よ
う
。
工
場
の
新
設
さ
れ
た
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
郡
で
は
従
来
砂
糖
キ
ビ
栽
培
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
工
場
側
が
既
存
の
慣
行
を
利
用
し
て
栽
培

用
地
を
確
保
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
民
が
土
地
を
貸
し
出
す
つ
も
り
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
も
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し
貸
し
出
さ
ね
ぼ
政
庁
の
強
制
栽
培
を
導
入
す
る
と
言
っ
て
脅
迫
し
、
そ
れ
で
貸
出
を
さ
せ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
こ
の
工
場
の
場
合
に
は
強

圧
手
段
の
み
で
な
く
・
住
民
の
覆
藁
め
て
い
た
キ
ァ
イ
●
マ
ス
の
家
を
企
著
担
で
建
て
て
や
る
な
ど
懐
柔
讐
併
用
し
た
と
い
為

　
以
上
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
も
な
お
、
貸
出
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
水
田
占
有
者
が
出
た
場
合
、
様
々
な
方
法
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

が
、
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　
「
企
業
家
が
あ
る
広
さ
の
土
地
の
借
入
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
先
ず
、
そ
れ
よ
り

も
小
さ
い
周
囲
の
部
分
の
借
入
か
ら
始
め
る
。
ま
だ
貸
し
出
し
て
な
い
区
蘭
の
占
有
者
も
、
自
分
の
耕
地
が
こ
う
し
て
完
全
に
囲
ま
れ
る
の
を

見
て
、
自
分
自
身
で
耕
作
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
へ
充
分
な
灌
概
を
受
け
、
後
に
そ
の
土
地
を
余
分
な
水
か
ら
防
ぐ
と
い
う
点
で
、
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
土
地
を
企
業
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
　
こ
こ
で
は

水
田
に
対
す
る
給
排
水
を
糖
業
側
が
事
実
上
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
民
が
土
地
を
手
離
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
ゆ
く
の
で

あ
っ
た
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
諸
手
段
を
通
し
て
の
土
地
確
保
に
仲
介
着
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
こ
こ
で
も
デ
サ
首
長
で
あ
っ
た
。
デ

サ
首
長
の
仲
介
者
と
し
て
の
一
般
的
な
役
割
は
、
郡
長
や
静
劇
長
の
家
で
行
な
わ
れ
る
借
地
料
の
支
払
や
、
土
地
耕
作
、
工
場
内
労
働
の
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

締
結
時
の
前
払
金
支
払
の
際
に
証
人
と
し
て
立
ち
会
う
こ
と
、
あ
る
い
は
諸
種
の
情
報
を
企
業
側
へ
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
先

に
見
た
よ
う
な
水
配
分
を
通
じ
て
の
貸
出
強
要
に
関
し
て
企
業
側
に
協
力
し
た
り
、
自
分
の
デ
サ
の
住
民
の
土
地
を
無
断
で
貸
し
出
し
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
、
借
地
料
を
未
進
の
税
支
払
に
充
て
る
と
い
う
口
実
で
着
服
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
対
し
て
、
企
業
側
は
召
換
金
σ
q
簿
鼠
σ
q
窪
σ
q
Φ
冠
と
い
う
名
目
で
現
金
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
現

金
は
そ
の
名
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
貸
出
地
面
積
に
比
例
し
て
パ
ウ
当
り
い
く
ら
と
い
う
形
で
、
し
か
も
土
地
貸
出
時
と
収
穫
時
の

二
回
に
分
け
て
支
払
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
の
で
、
　
こ
れ
は
実
質
的
な
報
酬
ρ
き
σ
器
昌
α
q
窪
σ
q
Φ
置
で
あ
っ
た
と
、
　
ク
ル
セ
ン
報
告
は
述
べ

て
い
る
。
一
バ
ウ
当
り
の
金
額
は
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
f
四
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
、
タ
ン
ジ
ュ
ソ
サ
リ
f
五
、
ア
セ
ム
バ
グ
ス
f
二
・
五
〇
で
あ
っ
た
。

オ
レ
ア
ン
と
リ
ン
ギ
ソ
ア
ノ
ム
の
二
工
場
で
は
、
こ
の
報
酬
は
当
初
、
農
園
係
頭
領
言
営
ヨ
9
＆
o
費
に
支
払
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
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八
八
九
年
に
リ
ソ
ギ
ン
ア
ノ
ム
が
栽
培
面
積
を
七
〇
〇
、
ハ
ゥ
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
計
画
、
オ
レ
ア
ソ
の
栽
培
地
域
へ
の
進
出
を
試
み
て
以
降

は
、
デ
サ
首
長
に
対
し
て
も
バ
ウ
当
り
f
一
を
支
払
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
借
地
競
争
が
激
化
す
れ
ば
、
や
は
り
デ
サ
首
長
を
味
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
上
級
の
首
長
の
権
威
を
動
員
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
工
場
は
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
八
八
四
／
八
五
年
か
ら
栽
培
を
開
始
し
た
「
自
由
扁
栽
培
の
み
の
企
業
で
あ
っ
た
。
報
告
の
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
工
場
の
八
五
年
の
収
穫
面
積
は
一
四
〇
．
ハ
ウ
、
八
六
年
は
二
六
八
バ
ウ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
企
業
側
の
期
待

に
背
く
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
糖
価
が
下
落
し
た
た
め
最
低
で
も
五
〇
〇
バ
ウ
の
栽
培
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
住
民
は

特
に
進
ん
で
土
地
を
貸
し
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
工
場
側
は
行
政
の
援
助
を
要
請
し
、
そ
の
結
果
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
パ

テ
ィ
が
工
場
所
在
地
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
へ
派
遣
さ
れ
て
く
る
。
八
七
年
三
月
二
〇
日
に
現
地
へ
到
着
し
た
パ
テ
ィ
が
レ
ヘ
ン
ト
に
宛
て
た
二
二

日
付
書
簡
に
よ
る
と
、
彼
は
副
理
事
か
ら
秘
密
命
令
を
口
頭
で
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
住
民
や
デ
サ
首
長
が
土
地
貸
出
に
応
じ
よ

う
と
は
し
な
い
理
由
を
調
査
す
る
こ
と
と
、
土
地
貸
出
を
促
進
す
る
た
め
に
影
響
力
を
発
揮
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て

彼
は
工
場
側
と
協
議
し
て
契
約
草
案
を
作
成
し
た
り
、
水
田
貸
出
は
行
政
命
令
で
あ
る
と
住
民
に
信
じ
込
ま
せ
る
た
め
に
手
を
つ
く
す
な
ど
し

て
、
一
〇
日
興
で
新
た
に
八
八
バ
ゥ
を
借
り
入
れ
た
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
四
月
初
に
は
ア
セ
ム
バ
グ
ス
の
確
保
し
た
土
地
は
、
以
前
に
自
力

で
借
り
入
れ
た
一
八
ニ
バ
ウ
と
併
せ
て
二
七
〇
バ
ゥ
ま
で
拡
大
し
た
が
、
工
場
側
は
満
足
せ
ず
、
水
田
占
有
者
が
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
郡
長

陽
へ
呼
び
出
さ
れ
る
の
に
反
角
し
て
、
か
え
っ
て
貸
出
に
応
じ
な
く
な
っ
て
い
る
と
パ
テ
ィ
を
非
難
し
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
工
場
は
、
こ
の

年
以
降
も
郡
長
や
副
郡
長
な
ど
の
援
助
を
し
ぼ
し
ぼ
求
め
た
と
い
う
。
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
船
長
と
ト
レ
ガ
ソ
チ
ョ
副
郡
の
謝
管
長
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

援
助
の
中
味
は
、
デ
サ
首
長
に
対
し
て
以
前
と
同
じ
よ
う
に
土
地
貸
出
を
奨
励
す
る
義
務
が
あ
る
と
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
で
は
デ
サ
首
長
に
加
え
て
、
郡
長
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
森
弘
之
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
強
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

栽
培
欄
糞
下
で
栽
培
や
土
地
占
有
に
干
渉
し
た
の
は
郡
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
世
襲
的
個
人
占
有
地
域
で
土
地
紛
争
の
調
停
・
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解
決
に
当
る
の
が
郡
長
で
あ
・
た
こ
評
ど
を
叢
す
る
な
ら
ば
・
饗
が
デ
サ
墓
に
壷
欝
誘
を
　
一
。
い
渡
し
た
り
・
あ
る
い
は
占
有

老
を
郡
長
調
へ
呼
び
出
し
て
貸
出
を
勧
め
た
り
し
た
こ
と
は
非
常
に
有
効
な
貸
出
促
進
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
ブ
ス
キ
州
内
の
残
り
の
諸
県
に
あ
る
各
工
場
が
ど
の
よ
う
な
手
段
で
住
民
の
貸
出
を
促
進
し
た
の
か
は
史
料
の
記
述
が
乏
し
く

不
詳
で
あ
る
が
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
や
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
照
に
つ
い
て
は
「
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
で
は
政
庁
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培

は
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
私
企
業
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
も
な
お
始
ま
っ
て
日
が
浅
い
の
で
あ
る
が
、
人
々
は
パ
ナ
ル
カ
ン
に
お
け
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

半
の
工
場
の
方
式
を
モ
デ
ル
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
デ
サ
首
長
を
こ
の
栽
培
の
た
め
に
獲
得
す
る
た
め
で
あ
る
…
…
。
」
と
あ
り
、
今

ま
で
述
べ
て
来
た
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
や
り
方
が
採
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
デ
サ
首
長
に
対
す
る
報
酬
は
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
が
バ
ウ
当
り

f
二
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
は
土
地
が
借
り
や
す
か
っ
た
の
で
f
O
・
五
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ス
キ
県
（
後
の
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン

県
ブ
ス
キ
監
督
官
管
区
）
に
関
し
て
は
「
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
と
ブ
ド
ゥ
ア
ン
の
企
業
主
は
デ
サ
首
長
の
援
助
を
求
め
な
か
っ
た
の
で
、
召
換
金
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

払
な
ど
問
題
に
な
ら
な
い
」
と
報
告
さ
れ
、
ま
た
「
共
同
毒
有
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
個
人
占
有
の
み
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
デ
サ
首
長
の

土
地
借
入
に
関
す
る
仲
介
は
排
除
し
う
る
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
害
関
係
を
有
す
る
企
業
主
は
、
水
田
占
有
者
と
個
々
に
取
決

を
結
ば
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
と
ブ
ド
ゥ
ア
ソ
の
企
業
主
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
が
他
の

県
で
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
…
つ
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ブ
ス
キ
州
理
事
は
、
デ
サ
首
長
が
契
約
締
結
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

際
し
て
如
何
な
る
仲
介
を
な
す
こ
と
も
、
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
も
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の
地
域
で

は
仲
介
や
強
制
と
い
っ
た
手
段
を
採
ら
ず
に
ス
ム
ー
ズ
に
借
地
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
』
ド
ヨ
に
記
載
の
借
地
に
関
す
る
記
述
を
手
が
か
り
に
二
〇
世
紀
初
め
の
状
況
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
ま
で
述
べ
て
来
た

デ
サ
首
長
の
仲
介
に
つ
い
て
は
、
　
「
借
地
に
際
し
て
、
し
ば
し
ば
デ
サ
首
長
や
デ
サ
役
人
の
仲
介
で
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。
デ
サ
首
長
が
村
民

の
土
地
を
本
人
に
無
断
で
勝
手
に
貸
し
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
す
ぐ
に
露
見
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
デ
サ
酋
長
が

税
支
払
の
悪
い
者
に
貸
出
を
強
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
企
業
は
借
地
に
際
し
て
プ
テ
ィ
ン
ギ
（
デ
サ
首
長
の
こ
と
－
1
引
用
春
）
に
何
も
払
わ
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な
い
。
三
つ
の
企
業
は
借
入
地
一
バ
ウ
に
つ
き
f
二
・
五
～
f
四
を
支
払
い
、
一
企
業
は
借
入
面
積
と
は
関
係
な
く
九
ヶ
月
間
、
デ
サ
首
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

固
定
給
を
支
払
う
。
」
（
ψ
S
矧
団
・
吋
幽
H
ω
㎝
．
℃
9
昌
曽
H
O
①
犀
斜
コ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
で
は
相
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
例
え
ば
、
「
ス
グ
ン
ダ
ン
ω
o
o
α
q
o
窪
α
髭
σ
q
と
ス
ミ
リ
ン
ω
①
白
白
⇔
σ
q
（
シ
ト
ゥ
ボ
ソ
ド
郡
）
の
デ
サ
首
長
は
コ
タ
ベ
ダ
囚
。
蜜
9
参
（
パ
ナ

ル
カ
ソ
郡
）
の
デ
サ
酋
長
と
と
も
に
一
九
〇
三
年
に
解
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
に
際
し
て
強
制
を
し
た
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
報
告
も
見
ら
れ
る
。
ミ
・
ヨ
鉾
b
っ
濠
・
（
①
Y
に
は
貸
出
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
農
民
に
対
す
る
デ
サ
善
長
の
強
引
な

や
り
方
の
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
本
県
で
は
度
々
起
る
こ
と
だ
が
、
水
田
占
有
者
が
工
場
へ
土
地
を
貸
し
出
そ
う
と
し
な
い
場
合
に
は
、

彼
は
デ
サ
首
長
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
デ
サ
酋
長
の
命
令
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
砂
糖
キ
ビ
畑
に
火
事
が
起
っ
た

時
、
彼
は
た
だ
ち
に
逮
捕
さ
れ
、
火
の
出
た
場
所
か
ら
走
り
出
て
き
た
と
か
、
砂
糖
キ
ビ
に
火
を
付
け
て
や
る
と
脅
迫
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
か
難
癖
を
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
、
そ
れ
を
見
た
と
か
聞
い
た
と
い
う
二
人
の
証
人
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
難
癖

を
つ
け
る
こ
と
が
生
じ
る
理
由
は
、
デ
サ
首
長
が
企
業
か
ら
得
る
バ
ゥ
当
り
f
二
・
五
〇
か
、
も
し
く
は
毎
年
三
月
か
ら
＝
月
ま
で
受
け
取

る
固
定
給
で
、
企
業
側
が
召
換
金
と
称
し
て
い
る
も
の
以
外
に
は
な
い
。
」
こ
の
よ
う
に
、
バ
ゥ
妾
り
い
く
ら
の
仲
介
手
数
料
の
た
め
に
漁
業

側
に
立
っ
て
行
動
す
る
デ
サ
首
長
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
九
〇
年
代
初
に
も
強
制
や
仲
介
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
ブ
ス
キ
監
督
官
管
区
に
関
し
て
は
、
》
ド
ヨ
箇
H
ω
9
は
「
デ
サ
行
政

に
よ
る
強
翻
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
一
塊
り
の
土
地
全
体
を
借
り
入
れ
て
登
録
す
る
こ
と
が
鵬
来
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
借
地
は

（
と
り
わ
け
、
ド
ゥ
ニ
、
ー
ス
に
関
す
る
）
契
約
調
査
か
ら
常
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
少
し
つ
つ
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
地
の
貸

出
が
デ
サ
首
長
の
命
令
や
強
制
な
し
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
貸
出
者
が
借
地
料
を
受
け
取
る
の
に
、
い
つ
も
デ
サ
首
長
が
同
行

す
る
と
は
限
ら
な
い
。
貸
出
者
達
が
工
場
に
つ
い
て
良
く
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
首
長
の
同
席
は
余
計
な
こ
と
で
あ
る
。
時
々
デ
サ
首

長
が
貸
出
聡
達
に
同
行
す
る
の
は
、
い
く
つ
か
の
デ
サ
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
だ
が
、
工
場
側
の
調
簿
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
借
地
料
の
受

取
が
拒
否
さ
れ
、
改
め
て
払
い
直
す
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
の
代
償
と
し
て
、
首
長
は
貸
出
地
一
バ
ウ
当
り
f
一
～
一
・
五
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⑱

を
補
償
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
も
借
地
に
困
難
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
九
〇
年
代
初
に
は
パ
ナ
ル
カ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
雷
わ
れ
た
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

前
者
に
つ
い
て
は
記
述
が
乏
し
い
が
、
ミ
・
ヨ
肉
・
一
ω
㎝
．
に
よ
れ
ぽ
借
地
に
際
し
て
デ
サ
行
政
が
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。
ボ
ソ

ド
ゥ
ォ
ソ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
　
「
そ
の
よ
う
な
（
デ
サ
首
長
や
デ
サ
役
人
に
よ
る
1
引
用
者
）
強
制
の
例
は
、
こ
こ
で
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
お
け
る
マ
ヅ
ラ
人
の
性
質
は
、
デ
サ
首
長
に
よ
っ
て
自
分
達
の
権
利
が
削
ら
れ
る
こ
と
を
容
認
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
時
々
、
土
地
の
貸
借
に
際
し
て
デ
サ
首
長
の
『
仲
介
』
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
の
は
あ
り
う
る
こ
と
だ
が
、
決
し
て
通
例
で
は
な
い
。

砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
に
ま
だ
毎
年
の
契
約
が
取
り
結
ぼ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
デ
サ
首
長
に
対
し
て
貸
出
水
照
一
バ
ウ
当
り
f
二
を
贈
る
こ
と

が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
一
二
年
間
の
契
約
が
結
ば
れ
て
以
降
は
、
一
部
の
デ
サ
首
長
に
関
し
て
は
こ
の
慣
例
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現

在
な
お
プ
レ
ミ
ア
ム
を
受
け
取
っ
て
い
る
者
も
、
f
一
よ
り
多
く
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
（
な
お
プ
レ
、
・
・
ア
ム
を
受
け
取
っ
て
い
る

と
い
う
　
　
引
用
考
）
事
実
も
、
こ
れ
が
土
地
借
入
の
際
に
貸
さ
れ
る
援
助
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
よ

う
な
結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
贈
物
は
村
落
首
長
側
に
起
り
う
る
反
対
を
な
だ
め
る
た
め
に
企
業

家
に
と
っ
て
必
要
な
手
段
、
特
に
砂
糖
工
場
が
存
在
す
る
が
故
に
関
係
村
落
の
首
長
が
ど
う
し
て
も
担
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
治
安
や
行
政
の
分
野
に

お
け
る
仕
事
の
増
大
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
補
償
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
借
入
は
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
も
の
で
あ
れ
、

タ
バ
コ
栽
培
の
た
め
の
も
の
で
あ
れ
、
関
係
す
る
企
業
の
農
場
係
頭
領
や
代
理
人
の
手
を
通
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
達
が

各
々
の
ケ
…
ス
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
と
直
接
に
交
渉
す
る
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
は
、
以
前
に
比
べ
て
デ
サ
首
長
の
仲
介
が
減
り
、
彼
ら

が
借
地
そ
の
も
の
に
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
変
化
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
一
二
年
契
約
の
締
結
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
以
下
、
我
々
は
こ
の
一
二
年
契
約
の
闇
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
議
論
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
期
限
を
具
体
的
に
規
定
し
た
最
初
の
法
令
は
一
八
七
一
年
の
借
地
令
（
曽
§
導
貯
3
囲
。
。
芦

頃
ρ
嵩
ω
し
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
世
襲
的
個
人
占
有
地
の
場
合
の
最
大
期
限
は
五
年
嵩
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
九
五
年
に
借
地
令
が
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⑲

改
正
さ
れ
、
世
襲
的
個
人
占
有
地
及
び
固
定
持
分
病
期
同
占
有
地
持
分
の
借
地
期
限
が
一
二
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ス
キ
州
の

糖
業
の
中
に
は
＝
一
年
契
約
を
結
ぶ
工
場
が
出
て
き
た
。
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
の
タ
ン
ガ
ラ
ン
工
場
な
ど
は
、
ミ
．
ヨ
の
調
査
時
点
で
大
半
の
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

約
が
一
二
年
契
約
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
、
一
〇
年
代
初
め
に
は
そ
の
更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
限
を
移
す
と
、
プ
ラ
ジ

ュ
カ
ン
工
場
が
一
九
〇
二
年
ご
ろ
か
ら
、
ま
た
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
も
一
九
〇
五
年
か
ら
三
年
輸
作
を
主
体
に
し
た
一
二
年
契
約
を
締
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
内
．
N
お
ド
ρ
℃
曾
じ
。
H
Q
。
・
に
よ
れ
ば
「
ブ
ス
キ
で
は
土
地
は
ふ
つ
う
栽
培
期
間
（
一
八
～
二
二
ヶ
月
）
単
位
に
借
り

入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ナ
ル
カ
ン
県
の
全
工
場
と
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
県
の
タ
ン
ガ
ラ
ン
工
場
で
は
、
現
在
、
そ
の
土
地
を
一
二
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

借
り
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
二
年
契
約
が
パ
ナ
ル
カ
ン
の
他
の
工
場
で
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
一
二
年
契
約
が
ど
の
よ
う
に
締
結
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
九
〇
五
年
六
月
二
六
日
付
の
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
ヘ
ソ
ト
の
報
告
は
以
下

の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
る
。

　
1
・
　
農
民
は
ま
る
で
企
業
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
彼
ら
が
現
金
を
手
も
と
に
持
っ
て
お
り
、
水
田
を
貸
し
出
さ
な
い
方
を

　
　
希
望
し
た
り
、
借
地
料
の
値
上
げ
を
望
ん
で
も
、
そ
れ
は
出
来
な
い
。
彼
ら
は
も
う
既
に
～
二
年
間
の
、
四
回
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め

　
　
の
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
2
　
こ
の
借
地
契
約
は
公
正
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
貸
出
が
登
録
さ
れ
る
三
ヶ
月
前
に
工
場
支
配
人
は
現
金
支
払
で
借
り
入
れ
た
の
だ
が
、

　
　
そ
の
際
に
は
『
慣
例
に
よ
っ
て
』
（
営
響
8
き
露
げ
p
・
σ
・
ひ
ぼ
匿
。
。
即
）
と
い
う
以
外
の
条
件
を
つ
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
金
を
受
け
取
っ

　
　
た
三
ヶ
月
後
に
、
農
民
達
は
監
督
官
に
よ
る
登
録
（
の
調
査
）
を
受
け
る
た
め
、
郡
も
し
く
は
副
郡
へ
呼
び
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
支
配
人
は
、

　
　
借
地
期
間
は
一
二
年
で
あ
っ
た
と
か
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
で
あ
っ
た
と
か
蓄
う
の
で
あ
る
。
農
民
達
は
そ
ん
な
事
は
全
く
望
み
も
し

　
　
な
い
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
砂
糖
キ
ビ
栽
培
一
回
分
の
貸
出
の
は
ず
で
は
な
い
か
と
問
い
質
す
。
こ
れ
に
対
し
て
支
配
人
は
次
の
よ
う
に

　
　
答
え
る
の
で
あ
る
。
　
「
も
し
、
諸
慰
ら
が
私
の
言
っ
た
よ
う
に
望
ま
な
い
な
ら
、
受
け
取
っ
た
金
額
を
返
し
て
く
れ
。
そ
う
す
れ
ば
諸
君

　
　
ら
の
水
田
を
借
り
よ
う
と
は
し
な
い
か
ら
。
し
け
れ
ど
も
、
農
民
達
に
は
こ
の
金
を
返
済
す
る
力
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に
食
費
に
使
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っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
上
述
し
た
支
配
人
の
希
望
に
沿
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
彼
ら
は
、
自

　
　
分
達
の
水
田
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
の
期
間
も
貸
し
出
そ
う
な
ど
と
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
レ
ヘ
ン
ト
は
、
プ
の
内
容
を
更
に
詳
細
に
説
明
す
る
た
め
に
、
一
二
年
契
約
で
土
地
を
貸
し
出
し
た
一
〇
名
の
農
民
に
関
し
て
自
ら
実

施
し
た
調
査
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
㈲
　
聴
取
を
受
け
た
四
名
の
者
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
彼
ら
は
も
と
も
と
は
一
人
の
工
場
の
頭
領
の
求
め
に
応
じ
て
水
田
を
貸
し
出
し
た
。

　
　
こ
の
た
め
に
工
場
へ
呼
び
出
さ
れ
、
（
一
年
分
の
）
借
地
料
を
支
配
人
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
際
に
は
、
　
「
慣
例
に
従
っ
て
」
と
い
う
以
外

　
　
に
は
何
ら
別
の
条
件
は
付
か
な
か
っ
た
。
三
ヶ
月
後
、
監
督
営
に
よ
る
契
約
調
査
の
際
に
、
か
の
支
配
人
は
借
地
期
間
は
一
二
年
間
で
あ

　
　
る
、
す
な
わ
ち
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
と
稲
八
回
分
の
期
間
で
あ
る
と
述
べ
た
。
人
々
は
こ
の
時
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
反
論
し
、
土
地

　
　
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
一
回
分
の
期
間
だ
け
貸
し
出
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
質
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
支
配
人
は
再
び
次
の

　
　
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
諸
君
ら
が
我
々
の
希
望
通
り
に
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
の
な
ら
、
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
返
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。

　
　
そ
う
す
れ
ば
私
は
諸
君
ら
の
水
田
を
借
り
は
し
な
い
。
」
こ
の
返
済
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
は
自
分
達
の
土
地
を
一
二
年
間
も
貸

　
　
し
出
す
こ
と
な
ど
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
に
、
人
々
は
工
場
側
の
希
望
に
沿
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
㈲
　
別
の
二
人
は
最
初
か
ら
＝
一
年
間
貸
し
出
す
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
そ
れ
は
ぞ
う
す
れ
ば
一
二
年
分
の
借
地
料
全
部
を
一
度
に
季
に
入

　
　
れ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
と
言
う
。
彼
ら
は
工
場
へ
来
た
時
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
一
回
分
の
期
間
の
借
地
料
し
か
貰
え

　
　
な
か
っ
た
の
で
全
額
の
支
払
を
要
求
す
る
と
、
工
場
側
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
　
「
そ
の
こ
と
は
後
で
簡
単
に
か
た
が
っ
く
（
後
で
う
ま
く

　
　
行
く
）
か
ら
よ
ろ
し
い
。
と
も
か
く
先
ず
こ
の
金
を
受
け
取
っ
て
く
れ
。
」
こ
の
人
達
は
不
足
分
は
す
ぐ
そ
の
う
ち
に
貰
え
る
だ
ろ
う
と
考

　
　
え
て
、
こ
の
時
に
は
そ
の
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
約
三
ヶ
月
後
の
契
約
調
査
の
際
に
企
業
側
は
、
こ
の
人
達
が
既
に
一
二
年
閲
貸

　
　
出
を
行
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
、
彼
ら
も
企
業
側
の
主
張
に
同
意
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
側
は
も
し
異
議
が
あ
る
な
ら
彼

　
　
ら
は
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
速
か
に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
っ
た
が
、
彼
ら
は
そ
の
金
を
も
う
使
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
返
済
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で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
（
レ
ヘ
ソ
ト
に
対
し
て
と
二
年
契
約
の
条
件
に
し
た
が
え
ば
ま
だ
二
回
、
三
回
の
栽
培

　
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
件
は
公
正
で
は
な
い
か
ら
も
う
こ
れ
以
上
の
借
地
料
も
受
け
取
り
た
く
な
い
し
、

　
土
地
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
に
引
き
渡
し
た
く
は
な
い
と
述
べ
た
。

㊨
　
別
の
一
人
の
聴
取
さ
れ
た
者
は
、
最
初
に
述
べ
た
四
人
の
場
合
と
同
じ
や
り
方
で
そ
の
土
地
を
貸
し
出
し
た
が
、
そ
れ
は
栽
培
一
回
分

　
の
期
間
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
f
三
四
の
借
地
料
を
受
け
取
っ
た
。
契
約
調
査
の
際
、
工
場
側
が
一
二
年
契
約
の
つ
も
り
で
あ

　
る
こ
と
が
わ
か
り
、
彼
は
そ
れ
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
僅
か
七
日
の
う
ち
に
返
済
せ
よ
と
言
わ

　
れ
た
時
、
彼
は
こ
れ
を
返
済
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
た
め
に
彼
は
ニ
バ
ウ
の
広
さ
の
畑
の
収
穫
を
売
ら
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し

　
て
彼
は
ち
ょ
う
ど
f
三
四
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
こ
ん
な
に
大
急
ぎ
で
売
る
の
で
な
か
っ
た
な
ら
、
彼
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

　
確
実
に
f
五
〇
は
も
た
ら
し
え
た
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
最
後
に
残
る
三
人
が
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
日
、
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
の
頭
領
の
一
人
が
デ
サ
内
で
、
水
田
占
有
者
は
工
場
か
ら

　
金
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
る
と
触
れ
ま
わ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
一
九
〇
四
年
一
〇
月
に
そ
こ
へ
出
向
き
、
実
際
に
各
々
f
三
五
・
四

　
四
五
、
f
一
一
・
九
〇
、
f
一
〇
・
二
〇
を
借
金
し
た
。
そ
の
翌
月
の
断
食
月
（
一
一
月
）
に
彼
ら
は
工
場
へ
呼
び
出
さ
れ
、
そ
こ
で
一
九

　
〇
六
年
分
の
借
地
料
を
支
払
い
た
い
旨
を
告
げ
ら
れ
、
ま
た
各
々
f
七
〇
・
八
九
、
f
二
三
・
八
○
、
f
二
〇
・
四
〇
を
受
け
取
っ
た
。

　
し
か
し
彼
ら
が
そ
の
金
を
収
め
た
時
、
工
場
側
は
彼
ら
の
以
前
の
借
金
の
返
済
を
求
め
た
の
で
そ
れ
を
完
済
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は

　
各
々
f
三
五
・
四
四
五
、
f
一
一
・
九
〇
、
f
一
〇
・
二
〇
を
手
に
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
工
場
側
が
言
う
こ
と
は
、
彼
ら

　
は
土
地
を
＝
一
年
間
貸
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
が
い
や
な
ら
受
け
取
っ
た
借
地
料
（
各
々
f
七
〇
・
八
九
、
f

　
二
三
・
八
○
、
f
二
〇
・
四
〇
）
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
返
済
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
の
時
、
工
場
側
の
要
望
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
一
に
住
民
は
必
ず
し
も
長
期
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
土
地
を
貸
し
出
す
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
こ
と
で
あ
’
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る
。
そ
れ
ゆ
え
に
一
〇
年
代
に
進
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
契
約
の
更
新
も
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
展
せ
ず
、
質
契
約
を
し
ぶ
る
農
民
に
対
し
て
、

工
場
側
は
契
約
借
地
料
に
加
え
て
一
年
に
つ
き
バ
ウ
当
り
f
二
・
五
〇
、
も
し
く
は
最
初
の
借
地
料
支
払
時
に
一
年
分
の
借
地
料
を
上
載
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
支
払
う
と
い
う
条
件
を
提
示
し
て
、
締
結
を
促
進
し
た
と
い
う
。
第
二
に
目
に
つ
く
の
は
企
業
の
極
め
て
強
引
な
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
場
合
に
契
約
の
締
結
が
住
民
の
現
金
不
足
に
つ
け
込
む
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
こ
う
し
た
契
約
締
結
に
際
し
て
デ
サ
首

長
が
登
場
し
て
こ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
＝
一
年
契
約
の
目
的
は
、
　
「
長
期
に
わ
た
っ
て
土
地
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
、
監
督
官
管
区
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
の
タ
バ
コ
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
か
ら
の
競
争
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
で
も
あ
る
…
…
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
企
業
間
の
借
地
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
安
定
し
た

土
地
確
保
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
は
州
内
で
も
特
に
借
地
が
困

難
だ
っ
た
パ
ナ
ル
カ
ン
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
両
地
域
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
頼
ら
な
い
と
い
う
点
で
、

借
地
の
困
難
に
対
す
る
新
し
い
対
応
と
し
て
の
意
味
を
麿
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
初
の
段
階
の
ブ
ス
キ
糖
業

が
、
商
品
経
済
の
圧
倒
的
な
発
展
と
い
う
状
況
の
中
で
、
強
制
栽
培
制
度
以
来
の
在
地
権
力
を
仲
介
者
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
路
線
か
ら
、

よ
り
「
近
代
的
」
な
商
品
貨
幣
関
係
を
媒
介
と
し
た
方
法
へ
の
転
換
を
目
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

40　（190）

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
は
糖
質
の
借
地
の
や
り
方
を
、
専
ら
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
側
か
ら
具
体
的
に
見
て
き
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
様
々
な
手
段
は
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
ま
と
ま
っ
た
用
地
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま

た
こ
の
地
域
の
水
田
が
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
手
段
を
通
じ
て

の
借
地
は
、
こ
の
地
域
の
農
民
に
と
っ
て
は
一
体
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
章
を
改
め
て
こ
の
借
地
の
問
題
を
農
民

側
か
ら
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
が
ブ
ス
キ
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

①
≧
搾
冨
爲
二
冒
．
母
・
一

②
　
こ
の
調
査
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
｛
ヰ
霧
島
に
9
ε
串
臼
O
ρ
と
と
】
？
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ヨ
p
霧
卿
O
o
．
と
い
う
工
つ
の
糖
業
が
内
務
省
じ
d
言
閂
峯
三
極
臣
α
⇔
d
㊦
舞
ロ
短
の
長
宮

　
に
対
し
て
、
当
時
の
ブ
ス
キ
州
理
事
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ッ
ト
U
⑦
≦
犀
に
対
す
る

　
不
満
を
訴
え
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ッ
ト
は
デ
サ
首
長
が

　
工
場
へ
来
ろ
こ
と
や
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
圧
搾
機
開
き
の
行
列
へ
の
参
加
、
あ
る

　
い
は
借
地
や
耕
作
、
工
場
内
労
働
契
約
締
結
の
際
に
証
人
と
し
て
列
席
す
る
こ
と

　
を
禁
止
す
る
な
ど
、
デ
サ
首
長
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
側
と
の
接
触
を
制
限
し
、

　
こ
の
た
め
、
住
民
は
政
庁
に
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
を
行
な
う
つ
も
り
が
な
い
か
の
加
…

　
く
思
い
込
ん
で
し
ま
い
、
　
「
自
由
」
栽
培
に
と
っ
て
色
々
と
不
都
合
が
生
じ
て
い

　
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
い
分
は
、
恐
ら
く
後
述
す
る
デ
サ
首
長
の

　
仲
介
や
強
制
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
抗
し
た
糖
業
側
の
立
場
を
代
表
す

　
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
（
A
）
℃
．
c
。
b
。
．
を
参
照
。

③
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
、
、
需
巷
℃
o
諄
。
亀
卜
。
暮
鳥
魯
ε
＄
霞
邑
≦
一
ゴ
α
①

　
場
答
一
2
鳳
①
お
§
乙
9
葛
♂
§
こ
く
興
｝
お
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α
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笥
し
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ε
8
賦
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し
ご
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N
g
江
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。
梓

　
σ
こ
N
9
邑
轟
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9
ロ
儒
。
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9
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曾
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＃
8
ヨ
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σ
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ヨ
σ
Q
け
9
鳥
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σ
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σ
q
①
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興
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で
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の
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落
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こ
①
Q
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欝
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Φ
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⊃
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圃
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己
①
幽
．
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（
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）
と
省
略
）
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及
び
パ
ナ
ル
カ
ン
県
に
関
す
る
漏
郡

　
で
あ
る
、
．
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①
『
ω
置
α
q
o
ヨ
什
器
簿
α
①
昌
甲
ご
一
。
。
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巴
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コ
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N
o
Φ
鉱
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≧
「

　
一
g
Q
鵠
”
じ
d
ご
闘
・
し
d
’
（
（
B
）
と
省
略
）
を
利
用
し
た
。

④
　
以
上
の
記
述
は
（
＠
一
ソ
b
。
県
に
よ
る
。

⑤
（
鋭
℃
・
P
。
。
’

⑥
（
愚
ワ
ト
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9

⑦
色
℃
■
・
、
。
。
’

⑧
色
ワ
濾
歯
P
を
参
照
。

⑨
八
六
年
収
穫
の
た
め
の
栽
培
｝
剛
積
は
映
．
潤
蕊
。
。
N
小
回
げ
σ
q
。
N
N
9
の
記
述
で

　
は
三
六
八
バ
ウ
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

⑩
ε
マ
。
。
甲
。
。
倉
（
包
や
昏
。
q
．
を
参
照
Q

⑪
森
弘
之
「
ジ
ャ
ワ
の
『
共
同
的
占
有
』
と
強
制
栽
培
制
度
」
（
「
社
会
経
済
史
学

　
」
四
一
－
四
、
一
九
七
六
）
や
8
占
一
．

⑫
　
悔
舞
同
§
声
。
℃
．
・
搾
α
⑦
。
＝
・
ワ
♂
？
δ
①
．
を
参
照
。

⑱
ε
℃
．
。
。
タ

⑭
　
酌
ぼ
3

⑯
ε
ワ
。
。
窃
■

⑯
　
同
所
に
記
載
の
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
ヘ
ン
ト
の
報
告
も
同
様
の
内
容
を
述
べ
る
。

⑰
　
ミ
嶺
勾
一
。
。
伊
レ
ヘ
ン
ト
報
告
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
内
容
に
出
し
て
、
ミ

　
蝋
「
向
．
置
α
．
に
記
載
の
福
祉
減
退
調
査
委
員
ア
ダ
ム
〉
α
繕
詳
い
．
（
パ
ソ
ジ
ィ
ー

　
工
場
支
配
人
）
の
コ
メ
ン
ト
は
、
こ
れ
は
件
の
デ
サ
首
長
達
が
自
分
の
利
益
の
た

　
め
に
勝
手
に
や
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
工
場
側
は
関
知
し
な
い
と
反
論
し
て
い
る

　
が
、
貸
出
に
際
し
て
不
正
の
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
。

⑯
な
お
ン
緊
ヨ
沁
お
◎
。
．
に
よ
れ
ば
、
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
工
場
で
は
一
九
〇
三
年
ま

　
で
は
契
約
が
実
行
さ
れ
る
　
年
前
に
借
地
料
を
先
払
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
な

　
わ
れ
た
が
、
一
九
〇
三
年
に
廃
止
を
決
め
た
と
い
う
。
先
払
さ
れ
た
借
地
料
を
受

　
領
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
契
約
者
が
増
え
て

　
き
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
以
降
、
借
地
料
は
借
地
令
の
定
め
る
期
限
内
に
支
払

　
わ
れ
、
速
や
か
に
登
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ブ
ド
ゥ
ア
ソ
工
場
で

　
も
先
代
の
支
配
人
の
下
に
お
い
て
は
先
払
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
五

　
年
一
月
に
就
任
し
た
現
支
配
人
は
廃
止
す
る
意
向
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
以
上

　
の
例
か
ら
見
て
も
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
借
地
の
容
易
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

⑲
　
鮪
、
§
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〉
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二
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ω
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第
四
章
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ス
キ
社
会

　
先
ず
初
め
に
、
分
析
の
手
が
か
り
と
し
て
、
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
と
、
量
り
に
農
民
が
そ
の
土
地
区
画
を
貸
し
出
さ
ず
に
自
ら
農
業
経
営

を
展
開
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
収
益
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
最
初
の
例
は
一
八
九
〇
年
代
初
め
の
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
工
場
毎
の
借
地
料
は
第
四
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
地
回
を
支
払
う
と
貸
出
農
民
の
手
も
と
に
残
る
金
額
は
各
々
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
f
三
八
、
ア
セ
ム
パ
グ
ス
f
三
九
・
五
、
リ
ン
ギ
ン

ア
ノ
ム
f
一
九
又
は
f
二
七
・
五
、
タ
ン
ジ
ュ
ソ
サ
リ
f
三
一
・
七
五
、
オ
レ
ア
ン
f
二
七
・
五
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
f
三
七
・
五
と
算
出
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
自
ら
耕
作
し
た
場
合
の
収
入
を
、
ク
ル
セ
ソ
報
告
は
次
の
よ
う
に
計
算
す
る
。

　
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
使
用
さ
れ
る
土
地
は
例
外
な
し
に
一
等
地
で
あ
る
か
ら
、
平
均
し
て
バ
ウ
当
り
三
六
～
四
ニ
ピ
コ
ル
の
籾
を
産
出
し
う
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
収
穫
労
働
に
紺
す
る
報
酬
び
p
甫
8
と
十
分
の
一
心
を
引
い
て
も
平
均
三
〇
ピ
コ
ル
残
る
。
籾
の
市
場
価
格
は
プ
ラ
ジ
ュ

カ
ン
郡
が
f
二
・
六
五
／
ピ
コ
ル
、
他
の
郡
で
は
f
三
で
あ
る
か
ら
、
籾
か
ら
の
収
益
は
そ
れ
ぞ
れ
f
八
○
、
f
九
〇
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更

に
耕
作
必
要
経
費
f
二
〇
を
引
い
た
f
六
〇
、
f
七
〇
が
そ
れ
ぞ
れ
稲
作
か
ら
農
民
の
手
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
収
入
金
額
で
あ
る
。
次
に
、

裏
作
は
例
外
な
し
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
、
こ
の
ほ
ぼ
一
年
半
の
貸
出
期
間
中
に
二
回
線
収
穫
が
可
能
で
あ
る
。
耕
作
必
要
経
費
を
引

い
た
後
の
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
ニ
回
分
の
収
益
は
f
三
〇
と
計
算
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
稲
作
か
ら
の
収
入
に
加
え
て
、
一
年
半
に
得
ら

れ
る
農
業
収
入
の
総
計
は
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
郡
f
九
〇
、
そ
の
他
の
郡
で
は
f
一
〇
〇
と
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
税

を
引
く
と
、
最
終
的
に
耕
作
者
の
手
も
と
に
残
る
額
は
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
工
場
の
地
域
で
f
七
八
、
ア
セ
ム
バ
グ
ス
f
八
七
、
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
、
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タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
、
オ
レ
ア
ン
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
で
は
f
八
五
と
な
る
。
ク
ル
セ
ン
報
告
は
、
こ
の
計
算
に
基
づ
い
て
賃
貸
は
あ
ま
り
有
利
と
は

い
え
な
い
、
た
だ
農
民
が
そ
の
土
地
を
分
益
小
作
に
出
す
場
舎
に
は
、
そ
の
小
作
料
収
入
は
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
と
大
差
が
な
い
と
評
価
す

②
る
。　

第
二
番
目
の
例
は
、
ミ
・
強
霞
・
含
9
に
よ
る
野
業
へ
の
貸
出
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
失
額
の
浅
野
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
よ
る
と
先
ず
ボ
ン
ド
ウ

ォ
ン
監
督
官
管
区
で
は
貸
出
期
間
中
に
稲
作
一
回
と
裏
作
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
二
回
の
収
穫
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
。
籾
の
平
均
収
量
は
こ
こ
で

は
三
五
ピ
コ
ル
と
さ
れ
、
こ
れ
に
市
場
価
格
f
二
・
五
／
ピ
コ
ル
を
乗
じ
た
f
八
七
・
五
が
稲
作
か
ら
の
粗
収
益
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
収
穫
労

働
の
手
間
と
し
て
四
分
の
一
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
最
終
的
に
稲
作
か
ら
得
ら
れ
る
の
は
f
六
六
で
あ
る
。
次
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
一
圓
の
収
穫
で
f
二
五
の
収
益
が
上
が
る
の
で
、
結
局
、
一
年
半
の
貸
出
期
間
に
上
げ
う
る
農
業
収
入
は
f
一
一
六
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
支
払
う
借
地
料
f
五
〇
は
こ
れ
よ
り
f
六
六
の
損
失
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
ミ
．
ヨ
の
記
述
で
は
こ
の
計
算
の
後
に
次
の
よ
う

な
コ
メ
ン
ト
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
計
算
に
は
自
ら
農
業
を
行
な
う
場
合
に
生
じ
る
凶
作
の
危
険
性
だ
と
か
、
貸
出
を
行
な
っ
た

場
合
に
節
約
し
う
る
労
働
の
量
と
い
っ
た
要
素
が
含
め
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ト
ウ
モ
p
コ
シ
の
収
穫
も
二
回
犠
牲
に
な
る
と
仮
定
す
る
よ
り
は

一
回
で
あ
る
と
仮
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
ま
た
貸
出
に
聞
に
遵
う
よ
う
に
田
植
を
早
め
る
こ
と
が
か
え
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
貸
出
期
間
中
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
労
働
に
従
事
す
る
な
ら
金
銭
的
に
貸

出
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
次
に
ブ
ス
キ
に
関
し
て
は
貸
出
に
よ
り
犠
牲
に
な
る
収
穫
が
f
九
〇
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
パ
ナ
ル
カ
ン
に
関
し
て
は
「
確
実

な
数
字
は
出
せ
な
い
。
土
地
の
種
類
で
あ
る
と
か
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
が
何
な
の
か
と
か
、
同
一
年
内
に
一
〇
〇
％
も
変
動
も
う
る
市
場

価
格
だ
と
か
、
あ
る
い
は
土
地
の
提
供
の
時
期
、
取
り
戻
す
時
期
、
耕
作
者
の
個
人
的
な
資
質
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
収
益
は
大
ざ
っ
ぱ
に
f
八
○
～
f
一
〇
〇
、
サ
ム
ピ
ア
ソ
平
地
で
は
f
＝
一
〇
と
計
算
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
上
を
と
る
か
下
を
と

る
か
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
出
る
。
メ
ン
バ
ー
の
ア
ダ
ム
の
計
算
で
は
、
サ
ム
ピ
ア
ソ
平
地
に
お
け
る
水
田
一
バ
ゥ
当
り
の
稲
作
一
回
忌
ト
ゥ
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モ
ロ
コ
シ
作
二
回
の
収
穫
か
ら
の
純
収
益
は
f
五
〇
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
彼
以
外
の
人
々
は
こ
の
数
字
は
小
さ
す
ぎ
る
と
考
え
て
、
f
七
〇

～
八
○
に
設
定
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
報
告
に
付
せ
ら
れ
た
福
祉
減
退
調
査
委
員
ス
ヌ
ッ
ク
・
フ
ル

フ
p
i
ニ
ェ
ω
口
o
q
o
犀
韻
負
σ
q
8
ヨ
①
の
意
見
で
は
、
犠
牲
と
な
る
額
は
f
　
○
○
前
後
、
山
岳
地
帯
で
は
f
八
0
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
こ

の
計
算
は
、
籾
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
大
量
に
、
価
格
の
低
下
な
し
に
市
場
へ
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
だ
け
正
レ
い
。
」
と
た

だ
し
書
き
が
付
け
ら
れ
、
一
九
〇
二
、
〇
三
年
の
例
を
見
る
と
ブ
ス
キ
州
全
域
で
ト
ウ
モ
臣
コ
シ
が
大
豊
作
で
供
給
が
需
要
を
は
る
か
に
越
え

た
た
め
に
価
格
が
大
暴
落
し
た
、
こ
の
年
に
は
パ
ナ
ル
カ
ン
で
販
売
さ
れ
る
皮
を
む
い
て
い
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
平
年
が
ピ
コ
ル
当
り
f

二
・
五
〇
～
f
四
な
の
に
、
f
一
・
五
〇
で
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
、
先
の
計
算
が
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
最
後
に

バ
ニ
ュ
ワ
ソ
ギ
県
に
つ
い
て
は
、
平
均
的
収
量
が
籾
で
は
f
五
〇
、
裏
作
は
f
二
五
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を
基
準
に
損
失
額
が
計
算
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
靱
一
回
と
裏
作
二
字
の
f
一
〇
〇
、
籾
二
図
と
裏
作
一
回
の
f
一
二
五
、
籾
二
回
f
一
〇
〇
、
籾
三
回
f
一
五
〇
の
四
通
り
の
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
数
字
の
上
で
は
計
算
は
様
々
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
か
ら
無
業
へ
の
土
地
貸
出
が
農
民
経
済
に
と
っ
て
有
利
な
の

か
不
利
な
の
か
云
々
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
圧
し
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
以
外
の
要
素
も
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
る
こ
と
、
と
り
わ
け
二
章

で
述
べ
た
よ
う
な
当
時
の
社
会
経
済
的
状
況
と
の
関
連
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
ミ
●
ヨ
自
・
の
記
述
は
そ
う
し

た
点
を
も
含
め
た
福
祉
減
退
調
査
委
員
会
と
し
て
の
総
合
的
判
断
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
そ
の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。

　
先
ず
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
ミ
・
葺
固
置
㎝
・
に
「
糖
業
へ
の
土
地
の
貸
出
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
住
民
の
経
済
状
態
に
よ
く
な
い

影
響
を
及
ぼ
す
。
鳶
．
§
踏
・
念
ρ
で
は
叢
話
へ
の
土
地
貸
出
か
ら
何
故
に
住
民
に
と
っ
て
の
金
銭
的
な
不
利
益
が
生
じ
な
い
の
か
が
計
算
さ

れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
そ
れ
に
よ
っ
て
金
銭
的
に
利
益
を
得
る
こ
と
は
そ
れ
以
上
に
な
い
。
原
住
民
の
あ
の
周
知
の
不
注

意
な
性
格
か
ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
土
地
の
貸
出
が
究
極
的
に
は
彼
ら
を
不
利
に
導
く
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
言
う
こ
と
が
出
来

44　（194）



糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村）

る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
土
地
が
貸
し
出
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
原
住
民
は
収
穫
し
た
籾
の
大
半
を
、
そ
れ
で
一
年
間
暮
す
た
め
に
倉
庫
へ
運

び
込
む
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
逆
に
貸
し
出
し
た
場
合
、
そ
の
土
地
は
持
主
に
現
金
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
現
金
は
す
ぐ
に
指
の
間
か
ら
滑
り

落
ち
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
乏
し
い
月
に
な
る
と
彼
に
は
籾
を
買
う
た
め
の
も
の
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
原
住
民
の
富
は
金
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
籾
に
あ
る
の
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
　
一
般
に
土
地
貸
出
を

契
機
と
し
て
住
民
が
ま
す
ま
す
貨
幣
経
済
に
深
く
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
貧
困
化
が
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。　

次
に
ブ
ス
キ
に
関
し
て
は
「
土
地
占
有
者
は
土
地
の
貸
出
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
籾
の
バ
ゥ
当
り

収
量
が
特
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
籾
四
〇
～
五
〇
ピ
コ
ル
の
収
穫
量
と
い
う
の
は
最
良
の
土
地
か
ら
し
か
実
現
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
他
方
、
借
地
料
は
f
四
〇
～
五
〇
、
場
所
に
よ
っ
て
は
f
八
○
に
も
な
る
。
こ
の
粗
収
量
か
ら
特
に
分
益
小
作
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け

の
量
の
籾
が
差
し
引
か
れ
る
の
か
を
考
え
る
な
ら
ぼ
（
な
ぜ
な
ら
、
水
田
占
有
者
が
自
ら
耕
作
し
な
い
場
合
に
は
、
土
地
貸
出
と
比
較
す
る
の
に
分
益
小

作
が
最
適
で
あ
る
）
、
大
土
地
占
有
者
で
さ
え
も
ど
こ
で
も
自
分
で
栽
培
を
行
な
う
よ
り
、
工
場
へ
貸
し
出
す
ほ
う
を
優
先
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
土
地
占
有
者
の
中
に
は
、
借
地
料
が
公
正
な
額
な
の
か
否
か
と
い
う
点
に
何
ら
疑
問
を
抱
か
な
い
よ
う
な
老
も
い
る
。

土
地
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
か
、
僅
か
し
か
持
っ
て
い
な
い
者
は
、
各
々
、
こ
の
私
企
業
か
ら
利
益
を
受
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
こ
れ
に

よ
っ
て
居
住
地
の
近
く
で
現
金
を
稼
ぐ
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
」
（
ミ
ヨ
鮮
旨
㎝
し
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
一
般
に
は
糖

業
が
住
民
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
理
由
を
見
る
と
、
大
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
の
貸
出
の

意
味
は
借
地
料
収
入
が
有
利
だ
と
い
う
こ
と
で
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
零
細
占
有
者
に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
今
一
つ
不

明
確
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
手
近
な
現
金
獲
得
の
手
段
と
し
て
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
糖
業
の
存
在
の
意
味
が
、
土
地
占
有
の
規
模
の
大
小
で
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、
次
に
述
べ

る
パ
ナ
ル
カ
ン
県
に
関
す
る
記
述
で
は
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
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即
ち
ミ
・
§
箸
置
㎝
・
の
パ
ナ
ル
カ
ン
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と
、
　
「
一
般
的
に
土
地
貸
出
の
結
果
は
経
済
的
な
意
味
で
は
良
く
な
い
が
、

こ
の
場
合
、
大
土
地
占
有
老
と
小
土
地
占
有
者
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
砿
と
、
ブ
ス
キ
と
異
な
っ
て
工
業
に
対
す
る
評
価
は
否
定
的
で
あ

る
が
、
階
層
に
よ
っ
て
貸
出
の
意
味
が
違
っ
て
来
る
こ
と
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
大
土
地
占
有
者
と
小
土
地
占
有
老

と
に
分
け
て
、
各
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
先
ず
大
土
地
占
有
老
の
場
合
、
ミ
・
ヨ
蔑
・
蔭
9
に
付
せ
ら
れ
た
ブ
ス
キ
州
理
事
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
糖
業
地
帯
に
大
土
地
占
有
者
が

多
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
後
に
「
パ
ナ
ル
カ
ン
県
に
は
特
に
こ
の
類
の
大
土
地
占
有
者
が
多
い
が
、
彼
ら
の
多
く
は
原
住
民
官
吏
や
役
入
の

階
級
に
属
し
、
別
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
人
々
は
一
般
に
そ
の
水
田
を
分
益
小
作
で
耕
作
さ
せ
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
そ
こ
に
不
在
な
の

で
、
収
穫
中
の
彼
ら
の
取
分
は
多
く
な
く
、
耕
作
老
が
最
大
の
部
分
を
取
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
そ
の
土
地
を
喜
ん

で
貸
し
出
す
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
借
地
料
は
全
く
彼
の
利
益
に
な
り
、
彼
の
手
に
入
る
収
穫
取
分
よ
り
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
特
に
不
在
地
主
の
場
合
に
は
分
益
小
作
に
出
し
て
得
ら
れ
る
小
作
料
よ
り
も
尊
属
の
支
払
う
借
地
料
の
方
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
同
様
に
ミ
冒
§
郎
鵠
9
も
「
水
田
の
一
部
を
襲
業
へ
貸
し
出
す
こ
と
が
出
来
た
場
合
、
大
土
地
占
有
者
の
状
態
は
ほ
と
ん
ど

が
良
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
特
に
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
に
お
い
て
不
在
地
主
の
場
合
に
よ
く
あ
て
は
ま
る
。
」
と
述
べ
、
　
一
九
〇
三
～
〇
四
年
に

タ
ソ
ジ
ュ
ソ
サ
リ
工
揚
へ
土
地
を
貸
出
し
た
大
土
地
占
有
者
一
〇
名
の
収
入
一
覧
表
を
掲
げ
て
い
る
。
第
五
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
表
に
付
け
ら

れ
た
解
説
で
は
、
A
～
K
の
農
民
は
土
地
を
分
筆
小
作
に
出
す
の
で
、
貸
出
地
部
分
か
ら
上
が
る
実
際
の
収
入
は
高
く
見
て
も
せ
い
ぜ
い
C
欄

の
数
字
の
三
分
の
二
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
て
見
る
と
、
こ
の
一
〇
人
の
う
ち
A
、
H
の
二
人
は
借
地
料
収
入
だ
け
で
も
そ
れ
を
上
回

り
、
残
り
の
八
人
も
糖
業
で
働
い
た
り
輸
送
用
に
牛
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ら
ば
、
分
業
小
作
に
出
す
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の
収
入
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
要
因
に
加
え
て
、
大
土
地
占
有
者
の
貸
出
の
場
合
に
は
、
借
地
料
額
そ
の
も
の
が
有
利
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
旨
ド
ヨ
肉
・
竃
q
・
に
よ
る
と
「
家
族
の
手
伝
を
受
け
て
も
全
部
を
耕
す
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
多
く
の
土
地
を
占
有
す
る
者
に
と
っ
て
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は
、
聖
業
へ
の
貸
出
は
分
益
小
作
の
適
用
と
か
、
自
由
な
労
働
に
よ
る
耕
作
よ
り
も
有
利
で
あ
る
。
ま
た
、
た
い
て
い
、
彼
は
そ
の
水
田
を
後

に
な
っ
て
初
め
て
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
金
に
逼
迫
し
て
い
る
岩
よ
り
も
高
い
借
地
料
を
得
る
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
付
け
ら
れ
た
脚
註

に
よ
る
と
「
最
後
の
点
は
、
特
に
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
郡
と
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
に
お
い
て
あ
て
は
ま
る
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
郡
で
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、

ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
パ
ナ
ル
カ
ン
の
一
企
業
は
、
利
用
さ
れ
る
一
年
以
上
前
に
貸
出
さ
れ
る
土
地
に
対
し
て
は
バ
ゥ
当

り
f
四
〇
を
支
払
う
が
、
そ
れ
よ
り
後
で
の
貸
出
の
場
合
に
は
f
五
〇
を
払
う
。
最
初
に
あ
げ
た
二
つ
の
郡
の
別
の
企
業
は
、
通
常
は
f
四
〇

～
f
五
〇
を
支
払
う
が
、
植
付
直
前
に
必
要
と
な
っ
て
初
め
て
貸
し
出
さ
れ
る
土
地
に
対
し
て
は
f
八
○
ま
で
値
が
上
昇
す
る
。
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
土
地
占
有
者
は
貸
出
す
べ
き
水
田
の
他
に
も
な
お
農
地
を
持
っ
て
お
り
、
現
金
に
逼
迫
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

第五表

・、903／04借」b．

　地声　　　　　　労賃等の収入

糖業からの］c

f　122．50

　48．50

　46．00

　39．5e

　142．20

　45，50

　27．50

　37．80

　30．eo

　62．　．30

　貸出期間
（16ケ月）自f乍

の場合の収穫

A
B
c

D
E
F
G
H
I

K

f　294．90

　123．96

　49．18

　35，28

　82．00

　31．18

　64．26

　106．40

　96．16

　132．50

f　389．30

　197．80

　84．30

　61．75

　126．00

　51，40

　105．85

　157．65

　164．65

　221．05

（註）　これら全員が，これ以外にも土地を持っており，

　　それを宮ら耕作したり耕作させたりしている。

借
地
料
が
上
昇
す
る
時
期
ま
で
貸
出
を
控
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
土
地
占
有
老
に
と
っ
て
は
二
重
の
意
味
で
貸
出
が
有
利
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
対
極
に
お
か
れ
た
零
細
な
占
有
者
に
と
っ
て
は
糖
業
へ
の
貸
出
が
ど
の
よ

う
な
意
味
を
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ミ
璽
ヨ
両
．
鼠
㎝
．
は
次
の
理
由
で
不
利
で
あ
る
と

言
う
。
ω
借
地
料
は
同
期
間
中
の
自
己
の
労
働
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
益
を
下
回
る
。

②
土
地
貸
出
は
た
い
て
い
現
金
不
足
と
い
う
こ
と
が
理
由
だ
か
ら
、
借
地
料
の
高
く
な

る
時
期
ま
で
待
て
な
い
。
㈲
受
け
取
っ
た
借
地
料
は
た
い
て
い
実
際
に
貸
出
の
始
ま
る

前
に
使
っ
て
し
ま
う
の
で
、
日
雇
労
働
者
な
ど
と
し
て
企
業
側
の
一
方
的
な
条
件
を
の

ん
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ω
貸
出
期
間
中
も
町
税
と
人
頭
税
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
、
彼
ら
は
生
活
維
持
に
入
要
な
額
よ
り
以
上
は
稼
げ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
厳
し

い
条
件
で
借
金
を
す
る
か
、
も
し
く
は
土
地
が
再
び
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
利
用
さ
れ
る
ず

い
ぶ
ん
前
に
、
次
の
貸
出
契
約
を
結
ん
で
借
地
料
を
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ま
た
』
S
葺
聾
富
㎝
・
で
も
同
様
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
小
土
地
占
有
者
は
た
い
て
い
そ
の
土
地
の
貸
出
に
よ
っ
て
不
利
益

を
被
る
。
土
地
が
罪
業
の
手
で
耕
作
さ
れ
る
限
り
彼
ら
は
農
民
と
し
て
の
通
常
の
収
入
を
失
な
う
の
で
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
副
業

収
入
を
得
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
ど
れ
程
不
利
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
一
緒
に
労
働
契
約
を
結
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
占
有
者
は
、
土
地
の
使
用
が

出
来
な
い
こ
の
期
間
を
通
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
状
態
に
あ
る
。
し
か
る
に
、
名
目
的
に
は
彼
は
資
本
家
で
あ
り
、
そ
れ
と
し
て
の
義

務
を
果
さ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
よ
り
困
難
な
こ
と
は
、
彼
の
土
地
を
買
収
す
る
た
め
に
彼
の
金
欠
状
況
が
利
用
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

更
に
続
い
て
「
自
分
の
水
田
の
収
穫
で
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
土
地
占
有
者
は
、
ま
だ
水
田
に
砂
糖
キ
ビ
が
植
わ
っ
て
い
る
の
に
受
け
取

っ
た
借
地
料
を
既
に
別
の
目
的
で
使
っ
て
し
ま
っ
た
時
で
も
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
充
て
る
現
金
が
な
い
。
売
っ
て
金
を
作

る
よ
う
な
農
産
物
も
な
い
の
で
、
彼
は
二
～
三
年
後
の
、
次
の
砂
糖
キ
ビ
の
収
穫
の
た
め
に
土
地
を
貸
出
し
て
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
期
問
以

前
に
貸
出
の
手
付
金
を
手
に
入
れ
よ
う
と
努
め
る
…
…
」

　
つ
ま
り
、
自
己
経
営
の
み
の
零
細
規
模
の
占
有
者
は
、
借
地
料
が
自
作
す
る
場
合
の
収
入
を
下
回
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
現
金
が
直
ち

に
必
要
だ
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
貸
出
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
側
が
前

貸
金
を
支
払
っ
て
連
続
的
に
借
地
し
う
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
に
関
し
て
は
、
ミ
・
ヨ
肉
・
お
㎝
●
に
よ
る
と
美
景
へ
の
貸
出
期
間
は
二
〇
ヶ
月
で
あ
り
、
こ
の
間
の
借
地
料
は
f
三

〇
～
五
〇
、
平
均
す
れ
ば
f
三
五
で
あ
る
、
他
に
何
ヶ
月
間
か
は
農
園
で
旦
羅
労
働
が
出
来
る
の
だ
が
、
こ
の
閾
に
失
な
う
籾
の
収
穫
が
三
回

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
貸
出
は
得
で
は
な
い
、
た
だ
、
借
地
料
の
前
払
の
お
か
げ
で
高
利
貸
の
手
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
述

べ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
県
毎
に
必
ず
し
も
評
価
は
一
定
し
な
い
が
、
大
土
地
下
藩
老
と
零
細
占
有
者
と
で
は
貸
出
の
意
味
が
異
な
る
と
い
う
、
パ

ナ
ル
カ
ン
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
評
価
は
、
州
内
各
地
と
も
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
所
有
の
分
解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

大
な
り
小
な
り
ど
の
地
域
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
手
が
か
り
に
、
糖
業
の
借
地
が
ブ
ス
キ
農
村
社
会
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に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

　
ミ
・
ヨ
肉
●
置
ρ
に
よ
る
と
、
「
た
だ
大
土
地
占
有
者
だ
け
が
、
借
地
料
を
生
産
的
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
貸
し

繊
さ
な
い
土
地
部
分
で
生
計
を
立
て
る
の
に
充
分
な
だ
け
の
も
の
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
そ
れ
を
税
支
払
や
祭
礼
の
た
め
出

費
し
な
い
限
り
、
牛
や
土
地
を
購
入
し
た
り
、
貸
し
た
り
す
る
。
」
（
パ
ナ
ル
カ
ン
県
）
と
あ
り
、
大
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
借
地
料
収
入
が
、
そ

れ
を
直
接
に
土
地
に
投
資
す
る
、
あ
る
い
は
貸
し
付
け
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
の
占
有
を
更
に
拡
大
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
で
や
や
特
殊
な
例
で
は
あ
る
が
、
当
時
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
は
米
や
土
地
、
牛
の
取
引
で
得
た
収
入
を
土
地
に
投
資
し
、
f
七
〇
〇
〇

〇
か
ら
f
八
○
○
○
○
と
評
価
さ
れ
る
広
大
な
土
地
を
持
っ
て
い
る
二
人
の
寡
婦
が
お
り
、
彼
女
達
は
土
地
の
多
く
を
糖
業
へ
貸
出
し
て
い
た

が
こ
の
収
入
で
更
に
土
地
を
買
い
拡
げ
て
い
る
と
の
報
告
も
み
ら
れ
如
。

　
逆
に
小
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
は
ミ
・
痩
肉
’
誌
9
に
「
そ
の
土
地
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
に
貸
し
出
し
た
小
土
地
占
有
者
は
、
時
が
た

て
ぼ
必
ず
そ
の
土
地
を
失
な
う
と
は
結
論
で
き
な
い
が
、
土
地
を
貸
し
出
し
て
い
る
場
合
の
方
が
ず
っ
と
自
分
で
耕
作
す
る
場
合
よ
り
も
、
や

り
そ
こ
な
い
と
か
病
気
の
た
め
に
土
地
を
失
な
う
機
会
が
多
い
と
い
う
結
論
は
認
め
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
前
業
の
借
地
が
土
地
喪
失
を

促
進
す
る
契
機
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
同
所
に
載
せ
ら
れ
た
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
郡
の
一
デ
サ
の
例
で
は
、
土
地
を
貸
出
し
て
い
る
九
五

人
の
小
土
地
占
有
者
の
う
ち
、
六
年
間
に
一
九
人
の
占
有
者
が
交
替
し
た
が
、
こ
の
う
ち
相
続
な
ど
に
よ
る
八
例
を
除
く
一
一
例
が
現
金
獲
得

の
た
め
の
売
却
で
あ
る
。
即
ち
、
八
例
が
恒
久
売
却
＆
o
①
≦
細
雪
嘗
α
q
”
三
例
が
買
戻
し
権
付
売
却
a
o
①
毒
巴
σ
q
ρ
α
ひ
で
あ
り
、
後
者
の
う
ち

二
例
で
は
元
の
占
有
者
が
買
戻
し
権
を
行
使
し
た
の
で
、
結
局
、
九
名
が
土
地
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
土
地
喪
失
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
ヘ
ソ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
買
戻
し
権
付
売
却
＆
o
㊦
妻
巴
σ
q
巴
ひ

に
よ
っ
て
占
有
者
は
｝
～
ニ
ル
ピ
ッ
ト
一
。
①
讐
げ
（
H
審
8
＋
。
。
。
。
□
譜
図
）
を
失
な
う
。
こ
れ
は
、
特
に
王
業
が
土
地
を
使
用
す
る
三
年
前
に
借
地

料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
し
た
直
後
の
耕
地
は
籾
や
ト
ウ
モ
露
コ
シ
の
収
量
が
落
ち
る
が
、

納
め
る
べ
き
地
理
は
こ
れ
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
元
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
義
務
を
果
す
た
め
の
金
や
生
活
費
を
得
る
た
め
に
、
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土
地
占
有
者
達
が
知
っ
て
い
る
唯
一
の
抜
け
道
は
、
土
地
を
工
場
へ
貸
し
出
す
こ
と
を
約
束
し
て
借
地
料
の
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
金
額
で
は
生
計
を
維
持
す
る
の
に
足
ち
な
い
の
で
、
彼
は
買
戻
し
権
付
で
土
地
を
売
る
（
σ
q
巴
ひ
）
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
あ

る
土
地
が
f
一
〇
〇
の
担
保
に
さ
れ
た
と
す
る
。
も
し
、
こ
の
借
金
の
返
済
に
充
分
な
金
が
す
ぐ
に
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
土
地
は

工
場
へ
貸
し
出
さ
れ
借
地
料
が
手
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
結
果
、
金
貸
し
の
方
も
そ
の
金
額
に
応
じ
て
貸
し
た
額
面
を
引
き
上
げ
る
。

か
く
し
て
更
に
取
引
が
進
み
元
来
の
占
有
者
の
債
務
が
そ
の
土
地
の
実
際
の
価
値
に
達
す
る
と
貰
戻
し
権
付
売
却
＆
○
①
≦
鉱
α
p
騨
募
か
ら
普
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
売
却
＆
8
≦
巴
一
国
夷
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
」
細
部
に
不
明
な
点
は
多
い
が
、
小
土
地
占
有
者
が
土
地
貸
出
を
契
機
に
債
務
を
重
ね

て
ゆ
き
、
遂
に
は
土
地
を
失
な
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
糖
業
の
借
地
は
大
土
地
占
有
者
を
益
々
豊
か
に
し
て
そ
の
占
有
を
拡
大
さ
せ
る
一
方
、
小
土
地
占
有
者
を
没
落
さ
せ
る
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
農
民
層
の
分
解
の
原
因
の
一
つ
で
あ

り
、
分
解
を
一
層
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
逆
に
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
土
地
占
有
者
は
そ
の
利
益
の
拡
大
の
た

め
に
、
ま
た
小
土
地
占
有
者
は
そ
の
窮
乏
の
ゆ
え
に
土
地
を
貸
し
出
す
と
い
う
状
況
を
一
層
拡
大
し
、
自
ら
の
借
地
の
条
件
を
よ
り
容
易
に
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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①
　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
強
鯛
栽
培
制
度
に
参
加
し
て
い
た
オ
レ
ア
ン
、
リ
ン
ギ
ン
ア

　
ノ
ム
、
パ
ン
ジ
ィ
ー
三
工
場
は
一
八
七
｝
年
に
政
庁
と
の
契
約
更
新
を
行
な
っ
た

　
が
、
そ
の
際
、
袋
棚
栽
培
用
に
供
出
さ
れ
る
土
地
一
パ
ウ
に
つ
い
て
農
民
に
支
払

　
う
補
償
額
を
f
五
〇
と
定
め
、
こ
れ
と
別
に
f
一
五
の
地
山
を
免
除
す
る
こ
と
に

　
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
で
は
強
制
栽
培
の
段
階
的
縮
少
の
開
始
当
初
、
「
自
由
」

　
栽
培
の
た
め
の
土
地
に
対
し
て
も
こ
れ
と
同
額
の
借
地
料
、
即
ち
バ
ウ
当
り
f
六

　
五
を
支
払
っ
た
が
、
華
墨
が
低
い
こ
と
と
、
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
や
融
資
者
か
ら
の

　
経
費
節
減
の
要
求
に
よ
っ
て
、
一
八
八
五
年
、
入
六
年
に
、
第
四
表
に
示
し
た
額

　
ま
で
引
き
下
げ
た
と
い
う
。
詳
し
く
は
旦
㍗
器
．
を
参
照
。

②
㊥
緊
b
⊃
ω
凸
餅
も
っ
と
も
、
§
嵩
§
㌃
ミ
ミ
は
こ
の
計
算
は
誤
り
で
あ
る
と
大

　
要
以
下
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
る
。
先
ず
、
籾
と
ト
ウ
モ
μ
ロ
シ
の
耕
作
必
要
経

　
費
は
そ
れ
ぞ
れ
f
三
二
・
一
一
五
、
f
一
五
・
五
〇
、
籾
の
ピ
コ
ル
当
り
の
価
格
は

　
f
二
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
バ
ウ
当
り
の
最
終
的
に
耕
作
者
の
手
に
残
る
べ
き
額

　
は
f
四
六
・
七
五
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
貸
出
は
、
ク
ル
セ
ン
報
告
が
述
べ
る
よ
う

　
に
損
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
詳
し
く
は
．
．
U
o
。
。
巳
搾
。
器
巳
慈
母
。
℃
避
く
騨
．
．
、

　
b
馬
N
謡
ミ
魯
富
O
ミ
勲
H
Q
。
簿
”
ど
℃
。
一
〇
〇
ム
一
P
を
参
照
。

③
』
導
途
端
辰
メ

④
㌧
ド
ミ
’
釦
H
b
O
㊤
■
所
収
レ
ヘ
ン
ト
報
此
丈
。



お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
農
民
層
分
解
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
、
糖
業
の
借
地
の

問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
で
、
糖
業
の
展
開
は
前
夕
で
分
析
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
と
は
全
く
逆
の
役
割
を

担
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
差
異
の
生
じ
る
基
本
的
な
要
因
は
、
や
は
り
共
同
占
有
と
世
襲
的
個
人
占
有
と
い
う
水
田
占
有
形
態
の
違

い
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
筆
老
の
当
面
の
問
題
関
心
は
、
ジ
ャ
ワ
近
代
の
農
村
社
会
構
造
の
特
質
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
土
地
所
有
関
係
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
複
雑
に
入
り
く
ん
だ
諸
要
素
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
地
域
的
時
代
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
い
く
つ
か
の
典
型
を
設
定
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
ブ
ス
キ
の
為
業
地
帯
の
例
も
、
そ
の
作
業
の
一
つ
で
あ
る
。

糖業プランテーションとブスキ農村社会（植村）

〔
略
号
〕

後
添
肉
§
賢
題
§
ミ
e
ミ
甲
ぎ
外
：
ミ
ミ
ミ
さ
面
影
ミ
§
多
勢
ミ
寒
ミ
§
恥
§
讐
。
ミ
ミ
ミ
§
§
蕊
鴫
§
織
愚
飢
寒
§
」
§
§
ミ
3
。
。
＜
o
｝
ω
‘
b
d
舞
ρ
謀
ρ

　
　
同
Q
◎
圃
①
占
o
Q
O
①
・

銀
N
　
因
ミ
§
ミ
ミ
謬
誘
ミ
頓
・

宣
ヨ
9
ミ
ミ
さ
器
蓉
ミ
亀
こ
ミ
ミ
ミ
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§
N
ミ
ミ
馬
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ミ
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N
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ら
ぎ
ぴ
ミ
ミ
隷
一
葦
愚
旨
ミ
§
』
§
§
ミ
急
．

翼
ミ
．
肉
．
　
O
為
織
馬
誌
9
隷
：
．
肉
8
轟
O
ミ
龍
電
ミ
い
織
鴨
b
a
象
．

鼠
｝
踏
昼
　
9
ミ
ミ
き
審
…
卜
象
、
触
き
。
§
o
．

鼠
ヨ
蛍
　
9
N
§
遷
。
器
…
建
や
ミ
鴨
N
§
ヒ
爵
鳶
ミ
ぎ
ミ
■

」
§
ミ
§
　
箆
§
ミ
§
§
ミ
§
賢
§
ら
ミ
ぎ
ミ
ミ
霧
ミ
馬
●

ト
慧
　
奪
§
動
魯
§
誘
執
魂
．
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〔
付
　
記
〕

　
太
丁
稿
は
昭
和
五
十
六
血
十
度
文
部
省
科
瀞
ず
研
究
費
補
助
金

で
あ
る
。

（
奨
励
研
究
㈹
）

「
一
九
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
農
村
経
済
史
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La　plantation　de　canne　a

rurale　en　Java，　cas　de　la

sucre　et　la　soclet6

residentie　Bezoelei

par

Yasuo　UEMURA

　　De　la　fin　du　XIXe　sibcle　au　d6but　du　XXe　sihcle　eR　Java，　la　plantation

de　canne　a　sucre　se　d6veloppait，　d’une　part　dans　la　r6gion　Centre－Est

od　la　plupart　de　la　riziere　iRond6e　avait　appartenu　b　la　propri6t6　com－

mune，　et　d’autre　part　dans　la　r6gion　de　Oost－hoele　od　la　plupart　avait

appartenu　b　la　propri6t6　priv6e．　J’ai　fait　porter　cet　artic｝e　sur　la

residentie　Bezoeki　de　Oost－hoek　afin　de　！a　comparer　avec　la　r6gion

Ceエ1tre－Est，　que　j’ai　autrefois　6tud三6e．

　　Or，　dans　cette　residentie，　de　quelle　fagon　le　terrain　pour　la　plantatlon

6tait－il　acquis，　et　quelle　infittence　en　subissait　la　soei6t6　rurale？　La

conclttsion　est　suivante：　ia　location　de　terre　par　les　entrepreneurs　suc－

riers　acc616rait　la　diff6renciatioR　de　la　paysannerie，　tandis　que，　daBs

la　r6gion　telle　que　Soerabaj’a　oix　la　propri6t6　commune　6tait　pr6domi－

nante，　elle　tendait　h　conserver　1’6galit6　communautaire．

La　soci6t6　frangaise　et　le　clericalisme　a　la

　　　　　deuxieme　moitie　du　XIXe　siecle

par

Yutaka　UEGAKI

　　Le　c16ricalisme－antic16rlcaHsme　est　un　des　princlpaux　conflits　de　13

politique　int6i　ieure　en　France　b　1a　deuxieme　moiti6　du　XIXe　siecle．

Ce　probleme　doit　Stre　etudi6　en　fonction　des　changements　sociaux　que

1’industrialisatlon　entraanait　b　cette　6poque．　R6cemment，　au　JapQn，　on

a　r6v616　que　1’antic16ricalisme　en　FraBce　est　une　id6010gie　de　ia　moder－

nisation　et　de　la　centralisation．

　　Mais，　1’6tude　du　c16rlcalisme　n’est　pas　encore　d6frlche　sauf　une　6tude

par　T．　NISHIKAWA．　Cet　article　vise　h　6xamiBer　la　r6ponse　du　c16rlca一
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